
2013
(平成25年)

May

この冊子は１部当たり約 29 円で作成しています。（人件費など間接経費は含まれていません）
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今 月 の トォフ

　３月１7 日、スタミナ焼肉オリエン
テーリングが都川内ダムでありまし
た。参加者は、焼肉大会用の食材など
を獲得するため、丸太切りなど７つの
チェックポイントにチームで力を合わ
せて挑むなど、豊かな自然を感じなが
ら春の１日を満喫していました。【16
ページに関連記事を掲載しています】

月

活力あふれ
ひとが輝く
安らぎのまち
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特集

伊万里サマーキャンプ 野性への挑戦

体験の風をおこそう！
〜 小さな冒険で大きな経験 〜

　皆さんは、自然の中で遊んだり、地域活動に参加したり、家の手伝いをするなどの経験
がどれくらいありますか。
　今回の特集では、青少年をめぐる課題を考慮に入れ、市教育委員会と青少年育成団体が
協働して取り組む子どもの体験活動事業を通して、子どものたくましさや心の豊かさを育
むためには、さまざまな体験がなぜ重要なのかについて考えます。



過
程
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　【
グ
ラ
フ
１
】
は
、
国
立
青
少

年
教
育
振
興
機
構
の
『
子
ど
も

の
体
験
活
動
の
実
態
に
関
す
る

調
査
研
究
』（
20
歳
代
か
ら
60

歳
代
ま
で
５
０
０
０
人
対
象
）、

『
青
少
年
の
体
験
活
動
等
と
自

立
に
関
す
る
実
態
調
査
』（
小

学
校
４
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

約
１
万
９
０
０
０
人
対
象
）
の

結
果
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
子
ど
も
の

頃
に
地
域
清
掃
に
参
加
し
た
こ

と
が
多
い
人
ほ
ど
『
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
こ
と
に
は
何
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
』
と

答
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
海
や
川
で
泳
い
だ
こ
と
が

多
い
人
ほ
ど
、
初
対
面
の
人
と

す
ぐ
に
話
が
で
き
た
り
、
ま
ま

ご
と
や
ヒ
ー
ロ
ー
ご
っ
こ
を
多

く
し
た
人
ほ
ど
、
高
齢
者
に
席

を
譲
っ
た
り
し
て
い
る
傾
向
が

高
い
と
い
う
結
果
が
出
る
な

ど
、
自
然
体
験
や
生
活
体
験
、

家
の
手
伝
い
が
豊
富
な
子
ど

も
ほ
ど
道
徳
観
や
正
義
感
が
強

く
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
や
積

極
性
が
あ
る
な
ど
の
分
析
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
子
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子どもの頃の体験が豊かな人生の基盤になる

　
国
に
お
け
る
審
議
会
の
答
申
な

ど
で
は
、
青
少
年
を
め
ぐ
る
主
な

課
題
と
し
て
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

▽
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ

　
い
て
い
な
い
。

▽
基
礎
的
な
体
力
や
運
動
能
力
が

　
十
分
発
達
し
て
い
な
い
。

▽
対
人
関
係
が
希
薄
で
異
年
齢
や

　
異
世
代
と
の
交
流
が
少
な
い
。

▽
自
然
体
験
な
ど
の
直
接
体
験
が

　
不
足
し
て
い
る
。

▽
学
習
意
欲
や
勤
労
意
欲
が
低

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
低
下
し
て
い
る
。

　
こ
の
中
で
も
、
特
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
が
直
接
体
験
の
不
足
と

対
人
関
係
の
希
薄
さ
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
体
を
活
発
に
動

か
す
場
や
他
者
と
直
接
に
関
わ
る

機
会
な
ど
、
か
つ
て
は
遊
び
や
地

域
行
事
の
中
で
得
ら
れ
た
学
び
の

機
会
が
、
現
代
で
は
極
端
に
減
少

青
少
年
の
課
題
と
体
験
活
動
の
効
果

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、
体
験

活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
社
会
環
境
や
情
報
化
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
、
便
利
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、
家
庭
や
地
域
で
の
結
び
つ
き
が
希

薄
化
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
青
少
年
に
関
す
る
課
題
や
体
験
学
習

の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。し

て
い
ま
す
。
一
方
、
各
種

の
調
査
結
果
か
ら
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
て
、
家
庭
や
地
域
社
会
な

ど
で
意
図
的
に
体
験
の
機
会

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
化
社
会
の
進

展
は
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
形
を
生
み
出
す
一

方
で
、
子
ど
も
の
人
間
関
係

の
在
り
方
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
仲
間

と
の
情
報
の
共
有
や
周
り
と

の
共
通
性
を
過
度
に
意
識
す

る
あ
ま
り
に
、
表
面
的
で
当

た
り
障
り
の
な
い
関
係
性
を

保
つ
子
ど
も
や
、
逆
に
友
人

関
係
を
作
る
こ
と
を
拒
ん
で

し
ま
う
子
ど
も
が
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
バ
ー
チ
ャ
ル

情
報
や
暴
力
映
像
な
ど
の
氾は

ん

濫ら
ん

が
、
子
ど
も
の
心
の
発
達

特集 体験の風をおこそう！

体
験
活
動
の
効
果
と
意
義

青
少
年
を
め
ぐ
る
主
な
課
題

0 20 40 60 80 100

地
域
清
掃
に

参
加
し
た
こ
と

（
子
ど
も
の
頃
）

とても
あてはまる

やや
あてはまる

あまり
あてはまらない
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あてはまらない

％

多

少

30.0 46.9 21.6 1.5

16.8 48.6 31.5 3.1

13.1 43.7 39.1 4.1

● 国立青少年教育機構『子どもの体験活動の実態に関する調査研究』、
『青少年の体験活動等と自立に関する調査実態』（平成 21 年度）より

【グラフ１】経験したことのないことには何でもチャレンジしてみたい



●  目　的　
　子どもたちを郷土の豊かな自

然の中で野営させ、日常生活
から隔離された集団生活を
通して心身を鍛え、地域社会
に貢献できる創造性、自主
性および協調性を培い、次
代の郷土を担う青少年リー
ダーを育成する。

●  主な内容（平成 24 年度）　
　テント設営、ナイトウォーク、

屋台村（バイキング）、野外
炊飯、キャンプファイヤー、
カヌー体験、水泳体験、沢登
り体験、ラリー活動（木こ
り体験、レンジャー、輪投
げ、カモフラージュ、木登り、
弓矢、暗黒の世界）など
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伊
万
里
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　
派
遣
地
の
沖
縄
は
、
先
の
戦
争

で
唯
一
の
地
上
戦
が
行
わ
れ
た
場

所
で
す
。
沖
縄
で
は
、
独
特
の
歴

第 24 回サマー
キャンプ団長

森 日出子 さん

感
激
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

伊万里サマーキャンプ

史
や
文
化
に
触
れ
る
ほ
か
、
平
和

学
習
を
通
し
て
命
の
大
切
さ
、
平

和
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
目
で
見
て
、
耳
で
聞
き
、
体

全
体
で
触
れ
る
体
験
を
し
た
こ
と

に
よ
り
、
き
っ
と
大
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
、
命
の
尊
さ
を
理
解
し
て

く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
事
前
研
修
５
日
間
と
本
研
修
６

日
間
の
計
11
日
間
、
団
員
た
ち
は
、

規
律
正
し
い
行
動
や
役
割
遂
行
、

時
間
厳
守
の
中
で
頑
張
り
、
生
活

態
度
な
ど
日
々
目
を
見
張
る
成
長

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
に
対

し
て
も
、
テ
ン
ト
張
り
を
自
主
的

に
手
伝
っ
た
り
肩
も
み
を
し
て
く

れ
た
り
と
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の

実
践
目
標
『
育
て
よ
う
！
や
る
気
、

が
ま
ん
、
思
い
や
り
』
の
気
持
ち

を
し
っ
か
り
と
培
っ
て
く
れ
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
渡
嘉
敷
島
で
ウ
ミ

ガ
メ
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
、
感
激

し
興
奮
し
ま
し
た
し
、
そ
の
夜
の

砂
浜
で
、
満
点
の
星
空
観
察
や
流

れ
星
を
見
つ
け
る
感
動
体
験
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
団
員
み
ん

な
で
共
有
し
た
体
験
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
の
成
長
に
影
響
を
与
え
る
貴

重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

インタビュー

やる気、がまん、思いやりを育んでくれた

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
の
共
催
で
『
伊

万
里
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
』（
２
年
に
１
回
）
を
、
市
青
少
年
団
体
連
絡

協
議
会
と
の
共
催
で
『
野
性
へ
の
挑
戦
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
主
な

内
容
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

自
然
体
験
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
　

野
性
へ
の
挑
戦

●  目　的　
　子どもたちを自然豊かで、文化の異なる地域
　に派遣し、体験学習や集団生活、参観活動を
　通して、心身を鍛え、視野を広め、社会の一
　員として主体的に行動するための知識・態度・
　技能などを身につけさせる。
●  団員の実践目標
　育てよう！やる気、がまん、思いやり
●  団員の心得
　①団員としての規律正しい行動をする。
　②決められた役割を果たし、お互いに協力する。
　③礼儀は正しく、勇気をもって行動する。
　④出会った人はみんな友だち、思いやりを
　　もって接する。
　⑤自然を大切にし、草木を勝手に折ったりし
　　ない。
　⑥時間を守り、５分前に行動する。
●  前回の主な研修内容（第 24 回派遣）
　世界でも有数の透明度を持つ渡嘉敷島の海洋

での研修、カヌー・シュノーケリング体験、
キャンプファイヤー、天体観察、豊見城市子
ども会ジュニアリーダーとの交流会、エイ
サー体験、元ひめゆり学徒隊の戦争体験講話、
アブチラガマの戦跡参観、平和学習、パーク
ゴルフ、那覇ウォークなど

●  前回の主な研修先（第 24 回派遣）　
　渡嘉敷島、国立沖縄青少年交流の家、集団自

決の碑、県立糸満青年の家、ひめゆりの塔、
平和祈念資料館、アブチラガマ、那覇国際通

り、牧志公設市場など

　『
野
性
へ
の
挑
戦
』
で
は
、

自
然
体
験
を
通
し
て
、
集
団
生

活
の
大
切
さ
や
自
然
の
厳
し

さ
、
社
会
性
や
協
調
性
、
忍
耐

力
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　『
自
然
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
』

で
の
生
活
は
、
電
気
も
水
道
も

無
く
、
普
段
の
生
活
と
は
ま
っ

た
く
異
な
り
ま
す
。
毎
回
の
食

事
も
す
べ
て
自
分
た
ち
で
火
を

起
こ
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
夜
も
狭
い
テ
ン
ト
で
の
共

同
生
活
、
わ
が
ま
ま
や
怠
け
は

達
成
感
あ
る
野
性
へ
の
挑
戦

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
こ
の
４
日
間
は
、
お

よ
そ
快
適
と
は
程
遠
か
っ
た
も

の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
体
験
を
通
し
て
『
火
・

水
・
命
』
の
大
切
さ
を
学
び
、『
感

動
』、『
協
調
』
そ
し
て
『
が
ま

ん
』
す
る
心
を
培
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
体
力
的
に
も
き
つ
い
過

酷
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
行
っ
た
達

成
感
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に

し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
こ

の
体
験
を
生
か
し
、
心
身
と
も

に
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な
人
間

に
成
長
し
、
次
代
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
地
域
や
学
校
で
活

躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

2012 野性への挑戦
野営長

中村 政利 さん

インタビュー

１

２
次代を担うリーダーになってほしい

野性への挑戦



5 2013.5 ：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

● 日　時　８月 23 日（金）〜 26 日（月）
　　　　　３泊４日
● キャンプ地　　
　自然の森キャンプ場（大川町東田代）
● 体験内容　　　
　わんぱくラリー、ナイトウォーク、カヌー
　体験、キャンプファイヤーなど
● 定員と参加費　　
▷小学４年生から６年生まで
　　　　　　　　　　　40 人、3,000 円
▷高校生（サブリーダー）　６人、無料

● 日　時　　　７月 24 日（水）〜 29 日（月）５泊６日
● 派遣地　　　沖縄県本島・渡嘉敷島
● 研修内容　　カヌーやスーパーフロートなど海洋体験、地元
　　　　　　　青少年との交流、平和学習など
● 募集期限　　５月 31 日（金）
● 申込方法　　各町公民館、生涯学習センターに申込書を提出
　　　　　　　してください。申込用紙は、市のホームページ
　　　　　　　からもダウンロードできます。

第 25 回伊万里サマーキャンプ

● 申込・問合先　青少年センター（☎㉓２６５８）

あなたも参加してみませんか

特集 体験の風をおこそう！

2013 野性への挑戦

青少年センター

係 長 松尾 貞裕

　
市
で
は
、
青
少
年
の
体
験

活
動
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る

青
少
年
育
成
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
サ
ポ
ー
タ
ー

と
は
、
自
分
の
可
能
な
範
囲

で
、
チ
ョ
ボ
ラ
（
ち
ょ
こ
っ

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
感
覚
で

体
験
活
動
な
ど
の
お
手
伝
い

を
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
こ
と

で
す
。
青
少
年
の
体
験
活
動

や
育
成
活
動
な
ど
の
経
験
が

な
い
人
で
も
、
こ
れ
ら
の
活

動
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
上
記
に
も
紹
介
し

て
い
る
伊
万
里
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
と
野
性
へ
の
挑
戦
の
参

加
者
の
ほ
か
、
大
人
の
指
導

者
も
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

青少年育成サポーターを募集しています

野性への挑戦（平成 24 年度）サマーキャンプ（平成 23 年度）

団員区分 学年区分 参加者負担金 人　員

一般団員
小学５・６年生 53,000 円

36 人
中　学　生 58,000 円

サブリーダー 高校生など 33,000 円 ４人

○カヌーと水泳が楽しかった。来年も絶対に来たい。
○最終日はやっと帰れる、クーラーの部屋で過ごせる
  と嬉しかったけど、また来年もきたい。
○ごはんを協力してうまくできたことが心に残った。
○後片付けってめちゃくちゃきついことがわかった。
○サブリーダーの高校生が優しくお世話をしてくれた。
○サブリーダーの高校生と遊んだことが一番の思い出。
○出しものの劇でアンコールがでたことが最高だった。
○来年だけでなく６年生まで参加したい。
○サブリーダーの高校生といっぱい話せて楽しかった。
○ここに来て友達も増えたし、楽しい日々が過ごせた。
○最初はバラバラだった班が最後はまとまった。
○ライフジャケットを着ることの大切さが分かった。
○普段の生活では学べないことばかりだった。
○勉強もがんばらなくちゃいけないと思った。
○自然や虫がいっぱいで、滝もありいいところだった。
○作ったごはんをおいしいと言ってもらえた。
○木を切るときは協力し合って何とか切り落とせた。
○木登りで最後まで登れたことが嬉しかった。
○カヌーは最初は自信がなかったけど、やってみると
　うまくできた。
○テントではリュックやカッパを枕にして寝た。
○初めてかまどとおかまでごはんたきをした。

　実際に自然体験活動に参加した子どもたちは、どのようなことを感じたのでしょうか。『伊万里サマー

キャンプ』と『野性への挑戦』の前回の参加者の感想などをご紹介します。

○サブリーダーは思ったよりきつかったが、キャンプ
を終えた時とても自分が変わったと思った。
○大人になったら戦争がない平和な社会をつくりたい。
○ウミガメを見た。その時その場所にいたことに感謝。
○沖縄には悲しい歴史があったことを忘れない。
○勇気と挑戦することを学べてよかった。
○友達をつくれてよかった。またみんなと会いたい。
○戦争のない時に生まれて幸せだと思った。
○お母さんに感謝したい。今度は家族で沖縄に行きたい。
○透き通ったエメラルドグリーンの海を見て感動した。
○きれいな海を見て海を汚さない方法はないか考えた。
○伊万里ではできない貴重な体験、一生忘れない。
○班長の責任の重さや仲間と協力する大切さに気づいた。
○約束や時間を守る大切さがわかった。
○この体験をこれからの学校生活に生かしていきたい。
○沖縄のきれいな海や流れ星が心をきれいにしてくれた。
○あいさつ、返事、がまんなどができるようになった。
○いろいろな人の協力で行けたので、感謝して学んだ

ことを生かしていきたい。
○戦争はなくなってほしい。だから小さなけんかやい

じめも注意したい。
○みんなの心がニコニコしていたら、戦争はもちろん

犯罪や小さなけんかもなくなると思う。
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第
９
部
（
団
員
）

山
口
　
清
彦

（
立
花
台
一
丁
目
）

　さまざまな消防団活動を通
じ、日々勉強させてもらってい
ます。仕事の都合で訓練などに
参加できないときもあります
が、消防団員として積極的に活
動した中で得たものを生かし、
地域の皆さんとともに火事や災
害がない地域をめざします。

大坪分団

第
１
部
（
団
員
）

中
村
　
竜
太

（
木
須
東
）

　入団して２年目ということも
あって、まだ不慣れなところも
多く、先輩たちの行動を見なが
ら勉強しているところです。今
後は、消防活動を通じて安全・
安心のまちづくりをめざして、
少しでも地域に貢献できるよう
頑張っていきたいと思います。

牧島分団

女
性
部
（
団
員
）

津
上
　
か
お
り

（
漁
　
港
）

　入団して４年目になります。
各種訓練や応急手当指導員の資
格を取得するなど、楽しく活動
をしています。これからも女性
ならではのソフトな面などを生
かし、地域のために頑張ってい
きます。

団本部

消防団の概要

● 団 員 数
　1,001 人（4 月 1 日現在）
● 分 団 数
　1 本部 12 分団
● 主な活動　
　火災の鎮圧、風水害の軽減
　警戒警備、行方不明者捜索
● その他の活動

夏季訓練・夏季点検（８月）
広報活動、家庭の火の元点検、
年末警戒、消防出初式、春・
秋の火災予防運動、火災防御
訓練など

各分団のホープ紹介

第
２
部
（
団
員
）

田
中
　
稔と
し

章あ
き

（
下
土
井
）

　平成 23 年４月に入団しまし
た。地元で製造業を営んでいま
す。昨年度の消防団夏季点検で
は、小型ポンプ操法大会に出場
させてもらい大変勉強になりま
した。これからも地域の安全の
ため頑張りたいと思いますの
で、よろしくお願いします。

伊万里分団

第
４
部
（
団
員
）

梅
﨑
　
克
也

（
正
力
坊
）

　消防団に入団し半年が過ぎま
したが、一つ一つの訓練や実務
などを重ねていくうちに、よう
やく消防団としての実感が湧い
てきました。今後は『地域貢献』
をテーマに、地元の人たちとの
つながりを大切にできる消防団
員になりたいと思います。

大川内分団

　
大
好
き
な
ま
ち

守
り
ま
す

　
大
切
な
ひ
と

　
伊
万
里
市
消
防
団
に
は
、
現
在
12
分
団

１
０
０
１
人
の
団
員
が
所
属
し
て
い
て
、
消
防
本

部
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
防
災
力
の
柱
の
一
つ

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
実
情
を
十
分

に
踏
ま
え
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
防
災
に
関
す

る
普
及
啓
発
、
特
別
警
戒
な
ど
の
予
防
活
動
を
行

い
、
地
域
に
お
け
る
消
防
・
防
災
力
の
向
上
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各
分
団
の
ホ
ー

プ
を
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）
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第
５
部
（
団
員
）

岩
野
　
謙
太
郎

（
長
　
尾
）

　消防団に入り、先輩たちの訓
練活動を見たり、実際に自分も
操法訓練や礼式訓練を行ったり
する中で、責任の重さを痛感し
ています。微力ですが、地域の
ため災害などが無い、住みよい
まちづくりをめざして頑張って
いきます。

第
４
部
（
部
長
）

松
尾
　
英よ

し

宜の
ぶ

（
中
　
山
）

　災害は忘れた頃にやってくる。
昨年４月に波多津町で発生した４
年ぶりの災害では、初めて災害現
場で活動する団員も多い中、日ご
ろの訓練が役に立ちしっかりとし
た対応ができました。今後も各種
訓練に真剣に取り組み、災害への
備えに万全を期していきます。

第
３
部
（
団
員
）

堤
　
慶
彦（

提
　
川
）

　入団して５年目になります。
昨年はポンプ操法大会を経験す
るなど、消防活動に対して自信
がでてきました。これからも、
さまざまな活動を通じて地域
の皆さんの役に立てるように頑
張っていきたいと思います。

第
４
部
（
団
員
）

原
　
誠
二
朗（

戸
石
川
）

　私は、まだ災害の現場には
行ったことがなく、災害現場に
行ったことがある先輩の話を聞
いていると自分にもできるか心
配ですが、真剣に訓練に取り組
み、災害の時は訓練の成果を生
かし、先輩たちとともに我が町
を守っていこうと思います。

第
３
部
（
団
員
）

山
口
　
弘
幸（

脇
　
野
）

　縁もあり、消防団に入団しま
した。経験豊かな先輩たちの指
導を受けながら、日々の訓練や
点検を通じて、消防団員として
の自覚が高まりました。これか
らも地域住民の安全・安心を守
るために頑張っていきたいと思
います。

第
４
部
（
団
員
）

馬
場
　
勝
利（

立
　
岩
）

　近所の火災で懸命に行った消火
活動が忘れられません。そこでは、
地域住民の期待の高さや消防活動
の大切さ、団員相互の連携の必要
性などを強く認識しました。今後
とも、この思いを多くの仲間と共
有しながら消防団活動に取り組
み、地域の役に立っていきます。

地域を守る伊万里市消防団

第
５
部
（
団
員
）

古
野
　
智と
し

丈ひ
ろ

（
高
　
瀬
）

　平成 23 年４月に入団しまし
た。消防の活動はさまざまで、消
火活動を始め、消防団訓練や火
災予防広報活動など幅が広くて、
当初は戸惑いがありましたが、先
輩たちの指導のおかげで、今では
地域に貢献できる消防団員とし
ての活動を誇りに感じています。

第
２
部
（
団
員
）

古
賀
　
大ひ

ろ

樹き

（
大
　
里
）

黒川分団

波多津分団松浦分団

大川分団東山代分団

山代分団

地域を守る伊万里市消防団

南波多分団二里分団

　消防団の活動について知識を
持たずに入団しましたが、火災
予防広報や勉強会などを通じ、
責任を持って行動することなど
消防団の一員としての自覚が芽
生えました。今後は、地域に貢
献できるよう、志を高く持って
活動に取り組んでいきます。

　
あ
な
た
の
『
力
』
が

必
要
で
す
。

　
安
全
で
安
心
で
き
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て
、

団
員
と
と
も
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
。



　伊万里・有田消防広域化協議会は、伊万里市お
よび有田町の長、副市町長、市町議長・副議長、
市町消防長の 10 人で構成され、現在それぞれの
市町にある消防本部を広域化するための諸課題や
その手法について検討するため、計７回の会議を
開催しました。
　協議会では、両市町の消防体制がさらに強化さ
れることや、住民への財政負担が軽減されること
が確認されたことから、両市町の３月議会に消防
組合の設立について提案し、可決されました。

● 

初
動
体
制
の
強
化

　
現
在
、
両
市
町
が
持
つ
５
消
防

署
所
は
、
広
域
化
し
た
場
合
で
も

均
衡
性
の
と
れ
た
配
置
に
な
る
こ

と
か
ら
、
災
害
時
に
は
複
数
の
署

所
か
ら
の
出
動
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
大
規
模
な
災
害
な

ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
県
内
消

防
本
部
間
の
相
互
応
援
協
定
に
基

づ
い
て
応
援
要
請
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
広
域
化
に
よ
り
初
動
体
制

が
大
幅
に
増
強
さ
れ
る
た
め
、
被

害
の
拡
大
軽
減
や
、
人
命
救
助
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

● 

現
場
到
着
時
間
の
短
縮

　
広
域
化
後
は
、
署
所
の
管
轄
区

域
を
適
正
化
し
、
災
害
地
点
に
最

も
近
い
署
所
か
ら
の
出
動
を
原
則

と
し
た
出
動
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
こ
の
計
画
に
よ
り
、
現
場
到

着
時
間
の
短
縮
を
図
り
、
ま
た
、

こ
れ
ま
で
出
動
し
て
い
た
署
所
の

消
防
隊
な
ど
を
次
の
災
害
に
備
え

て
待
機
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
た
め
、
厚
み
の
あ
る
消
防
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

高
機
能
な
資
機
材
な
ど
の
整
備

　
単
独
の
消
防
本
部
で
は
、
資
機

材
や
車
両
の
確
保
に
限
界
が
あ
り

ま
す
が
、
広
域
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
財
政
的
な
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
（
規
模
を
大
き
く
す

る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
）

を
活
用
し
、
特
殊
車
両
や
高
機
能

な
資
機
材
の
効
率
的
な
整
備
が
可

能
に
な
り
、
さ
ら
な
る
消
防
力
の

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

● 

重
複
投
資
の
回
避

　
消
防
活
動
に
必
要
な
消
防
緊
急

通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
や
無
線
設

備
、
特
殊
車
両
な
ど
の
各
種
資
機

材
に
つ
い
て
は
消
防
本
部
ご
と
に

保
有
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
広
域
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
特
殊
な
消
防
資
機
材
の
重

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

複
投
資
が
回
避
で
き
、
そ
の
分
、

よ
り
高
度
な
消
防
資
機
材
の
計
画

的
で
効
率
的
な
整
備
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
特
に
、
平
成
28
年
５
月

末
ま
で
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
『
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
』
に
つ
い
て
は
、
共
同
で
整
備

す
る
こ
と
で
大
幅
な
経
費
の
削
減

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
各
地
域

に
密
着
し
た
消
防
防
災
活
動
を
行

う
と
い
う
特
性
上
、
広
域
化
の
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
広
域
化
後

の
消
防
本
部
と
消
防
団
は
、
引
き

続
き
連
携
・
協
力
体
制
を
確
保
し
、

災
害
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
団
は
ど
う
な
る
の

財
政
負
担
の
軽
減

　
消
防
は
、
災
害
や
事
故
の
多
様
化
お
よ
び
大
規
模
化
な
ど
、
消
防

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
、
住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
責
務
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
単
独
の
消
防
本
部
で
は
、
出
動
人
員
の
確
保
や
保
有
す

る
消
防
車
両
な
ど
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
体
制
と
し
て
必

ず
し
も
十
分
で
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
に
お
い
て
も
、
消
防
力
の
一
層
の
強

化
を
図
る
た
め
に
『
佐
賀
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画
』
に
基
づ
き
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
有
田
町
と
『
伊
万
里
・
有
田
消
防
広
域
化
協
議
会
』

を
設
置
し
、
消
防
広
域
化
に
つ
い
て
の
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
伊
万

里
市
と
有
田
町
の
常
備
消
防
体
制
を
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
統
合

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

伊万里・有田消防広域化協議会

消
防
体
制
の
基
盤
の
強
化

● 

問
合
先
　
消
防
本
部
消
防
総
務
課
（
☎
㉓
２
１
１
６
）
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住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　  

消
防
体
制
の
確
立
を
め
ざ
し
て

強くなる両市町の消防力
　平成 26 年４月１日から
　　伊万里・有田消防本部がスタート！

基本合意書に調印後、記念撮影をする伊万里・
有田消防広域化協議会のメンバー



▽
荒
木
保
博
医
師

　
婦
人
科
全
般
に
わ
た
っ
て
診
療

を
行
い
ま
す
が
、
特
に
腹
腔
鏡

手
術
が
専
門
で
す
。
卵
巣
腫し

ゅ

瘍よ
う

の
ほ
か
、
子
宮
筋
腫
の
手
術
や

子
宮
全
摘
手
術
の
ほ
と
ん
ど

を
腹ふ

く

腔く
う

鏡
き
ょ
う

手
術
で
行
い
ま
す

し
、
緊
急
手
術
に
も
対
応
し
ま

す
。
施
行
困
難
な
腹
腔
鏡
手
術

で
も
可
能
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
し
、
ま
た
、
婦
人
科
の
更
年

期
症
状
や
不
正
性
器
出
血
な
ど

何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
度

の
赴
任
を
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
こ
の
地
域
の
医
療
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

▽
川
副
広
明
医
師

　
専
門
は
肝
臓
内
科
で
す
。
肝
障

害
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
な
ど
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
荻
原
　
俊
医
師

　
つ
い
最
近
ま
で
兼
業
農
家
で
し

た
。
患
者
さ
ん
と
同
じ
視
点
、

同
じ
腰
痛
で
地
域
医
療
に
当

た
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
荻
原
親
子
医
師

　
微
力
な
が
ら
皆
さ
ん
の
健
康
増
進

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

▽
川
久
保
洋
晴
医
師

　
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
有
田
、

伊
万
里
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。
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伊
万
里
有
田
共
立
病
院
に
４
月

か
ら
新
し
く
５
人
の
医
師
が
着
任

し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
診
療
科
目
に
婦
人
科
が
加

わ
り
ま
し
た
。
外
来
診
療
担
当
医

や
診
察
日
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　

　
伊
万
里
有
田
共
立
病
院

　
　
　
　
　
　（
☎
㊻
２
１
２
１
）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

外 　 科 山本、池田 山本、小関、園田 井上、小関、園田 山本、小関、池田 井上、園田、池田

内 　 科 萩原俊、川副、松永 川副、川久保 松永 川副、川久保、松永 川久保、松永

内  科【要予約】

松永（ダイエット外来）
・診察 14:00 〜 16:00
佐賀大（糖尿病内科）
・受付 12:00 〜 15:30
・診察 13:00 〜

佐賀大（循環器）
第１・３・５週のみ
・受付 13:00 〜 16:30
・診察 14:00 〜
中路（心臓血管外科）
第３週のみ
・受付 8:00 〜
・診察 9:00 〜

松永（ダイエット外来）
・診察 14:00 〜 16:00
佐賀大（肝外来）
・診察 14:00 〜 16:30
梅口（呼吸器）
・受付 12:00 〜 15:30
・診察 13:30 〜

谷口（心臓血管外科）
第１週のみ
・受付 8:00 〜
・診察 9:00 〜
林（呼吸器）
第４週のみ
・受付 8:00 〜
・診察 9:00 〜

脳 神 経 外 科 桃﨑、田中 桃﨑、本田（第 2・4
週のみ）

桃﨑 桃﨑 田中

神 経 内 科 後藤（新患） 後藤（再来） 後藤（新患） 後藤（再来）

整 形 外 科 下永吉 下永吉 下永吉 下永吉、九州大 下永吉

小 児 科 古賀 土井 古賀 土井 古賀、佐賀大

婦 人 科 荒木 荒木 荒木

健 　 診 松本 松本 松本 松本 松本

耳 鼻
咽喉科

受 付   8:00〜11:30、12:00〜15:30  8:00〜11:30、12:00〜15:30

診 療   9:30〜12:00、13:30〜  9:30〜12:00、13:30〜

眼　 科
受 付   8:00〜11:30、12:00〜15:00   8:00〜11:30、12:00〜15:00

診 療 10:00〜12:00、13:30〜 10:00〜12:00、13:30〜

泌 尿
器 科

受 付   8:00〜11:30、12:00〜16:00   8:00〜11:30、12:00〜16:00

診 療   9:30〜12:00、14:00〜   9:30〜12:00、14:00〜

外来診療担当医表

新
任
医
師
の
紹
介

▽
診
療
科
　
　
婦
人
科
（
新
設
）

▽
専
門
分
野
　
婦
人
科
全
般

▽
診
療
科
　
　
内
　
科

▽
専
門
分
野
　
肝
臓
内
科

▽
診
療
科
　
　
内
　
科

▽
専
門
分
野
　
一
般
内
科
・
小
児
科

▽
診
療
科
　
　
内
　
科

▽
専
門
分
野
　

　
消
化
器
内
科
・
放
射
線
科

▽
診
療
科
　
　
内
　
科

▽
専
門
分
野
　
消
化
器
内
科

荒あ

ら

木き

保や

す

博ひ

ろ

川か

わ

副そ

え

広ひ

ろ

明あ

き

荻お

ぎ

原わ

ら

　
俊し

ゅ
ん

荻お

ぎ

原わ

ら

親ち

か

子こ

川か

わ

久く

保ぼ

洋ひ

ろ

晴は

る

伊
万
里
有
田
共
立
病
院
の

　
　
医
師
が
変
わ
り
ま
し
た

● 通常の診察は午前中のみです（小児科、耳鼻咽喉科、眼科、泌尿器科は午後も診察）。
● 受付時間は、上記に記載している以外は８時から11時30分まで（初診の人は11時まで）です。
● 担当医など変更する場合がありますので、電話で問い合わせてください。

新
任
医
師
か
ら
ひ
と
言

お知らせ 伊万里有田共立病院で『看護の日』のイベントを実施します。（参加料：無料）
タイトル：「あなたの血糖値調べてみませんか」
日　時：５月17日（金）　午後１時30分〜３時　　場　所：伊万里有田共立病院　健診センター
内　容：糖尿病教室　講習約20分、血糖値測定・身長・体重測定など（個人相談有）
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健診名 対象者（平成26年
３月 31 日現在）

内　容 実施月 実施場所
健康診査受診料金

69歳まで 70歳から

特定健康診査

肝炎ウイルス検査

伊万里市国民健
康保険加入者で
40 歳 か ら 74
歳まで
※75歳の誕生
　日前日まで

身体計測・腹囲測定・血
圧・血液検査・尿検査・
内科診察など

※肝炎ウイルス検査は過
去に検査を受けたこと
がない人のみ

５月〜
７月

公民館など
（別表①）

1,200 円
＋

別表②
の料金

600 円
＋

別表②
の料金

６月〜
翌年３月

指定医療機関

健康診査
肝炎ウイルス検査

① 30 歳〜39 歳
②生活保護受給
　者で 40 歳か
　ら 74 歳まで

５月〜
７月

公民館など
（別表①）

６月〜
12 月

指定医療機関

長寿健康診査
後期高齢者医療
制度加入者
※75歳以上など

６月〜
翌年２月

指定医療機関 無　料

日　程 会　場 同時に受診できるがん健診

５月 21 日（火） 午前 大川公民館 大腸（配布）、肺、子宮、前立腺

５月 22 日（水）、23 日（木） 午前 南波多公民館 大腸（配布）、肺、子宮、前立腺

５月 24 日（金） 午前 松浦公民館 大腸（配布）、肺、子宮、前立腺

５月 28 日（火）、29 日（水） 午前 二里公民館 大腸（配布）、肺、前立腺、胃

５月 31 日（金） 午前・午後 東山代公民館 肺、子宮、前立腺

６月　４日（火） 午前・午後 山代公民館 肺、子宮、前立腺

６月　５日（水） 午前 波多津公民館 大腸（配布）、肺、子宮、前立腺

６月　６日（木）、７日（金） 午前 黒川公民館 大腸（配布）、肺、前立腺、胃

　７月　３日（水） 午前・午後

市民センター

肺、子宮、前立腺

　７月　４日（木） 午前・午後 肺、子宮、前立腺

　７月　５日（金） 午前・午後 肺、子宮、前立腺

　７月　８日（月） 午前【男性デー】 大腸（配布）、肺、前立腺、胃

　７月　８日（月） 午後 肺、子宮、前立腺

　７月　９日（火） 午前【女性デー】 大腸（配布）、肺、子宮、乳、胃

　７月　９日（火） 午後【女性デー】 大腸（配布）、肺、子宮

７月 10 日（水） 午前・午後 肺、子宮、前立腺

●  問合先　健康づくり課（　 ☎㉒３９１６）

健 康 診 査

健康診査・がん検診を受けましょう
　「まだ若いから」、「元気だから」、「病院に通っているから関係ない」などと思っていませんか。生活習慣病は、自

覚症状がないまま進行します。年に１回健診を受けることで、自分の体の状態を知り、生活改善を行うことで、病気

を予防するだけでなく、治療中の病気が重くなることを防ぐことができます。

自分自身の健康状態を知るため

　各健康診査の対象者には受診票を５月に郵送します。各町公民館や市民センター、指定医療機関で受診しましょう。

※ 生活保護受給世帯・市民税非課税世帯は無料です。

【別表①】集団健康診査実施日程・会場

※肺がん検診や胃がん検診など、市民の皆さんが受けやすいように、男性デー、女性デーを設けました。７月８日（午前）・
９日（午前・午後）は、地区に関係なく、特定健診とがん検診を総合的に受けることができます。ただし、胃がん、乳
がん検診は予約が必要で、定員になり次第締め切ります。
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検診名 対象年齢 内　容 実施月 実施場所
がん検診受診料金

69歳まで 70歳から

肺がん 40 歳以上  胸部レントゲン検査
５月〜10月

公民館
市民センター

　　　      300 円 100 円

６月〜12月 指定医療機関 　　　   1,200 円 600 円

大腸がん
検診

40 歳以上

 便潜血検査

５月〜11月

公民館
市民センター

　　　　600 円 300 円

胃がん
検診

 バリウム検査 1,000 円 500 円

前立腺
検診

50〜69 歳  血液検査（血清ＰＳ A） ５月〜７月 　　　　900 円

子宮がん
検診

20 歳以上  視診、子宮頸
けい

部
ぶ

の細胞診
５月〜12月 　　　　900 円 400 円

７月〜１月 指定医療機関 2,000 円 1,000 円

乳がん
検診

40 歳以上
※２年に１回
　の受診

 視触診、
 マンモグラフィ検査

７月〜１月

公民館
市民センター

40 歳代 1,500 円
50 歳〜 1,000 円

500 円

指定医療機関
40 歳代 2,000 円
50 歳〜 1,500 円

800 円

※ 対象年齢は、平成 26 年３月 31 日現在の年齢です。

※対象の年齢で５年以内に受診した人や国民健康保険に加入している人

に受診票を郵送します。受診票のない人で、検診を希望する人は健康

づくり課へ申し込みをしてください。

※ 生活保護受給世帯・市民税非課税世帯は無料です。

　『伊万里市の健康の実態』について、

健康づくり課の保健師が直接出向いて

お話しします。時間は 20 分程度です。

伊万里市国民健康保険加入者は 特定健康診査を受けましょう

が ん 検 診

　がん検診は、医療保険の種別に関係なく受診することができます。詳しい日程や実施場所などについては、各家庭に配

付している健康カレンダーや市役所だよりなどでご確認ください。

● 伊万里市の受診率の状況
　伊万里市の平成 23 年度特定健診受診率は 33 ㌫（３人

に１人）で、県平均の 33.8 ㌫より低く、県内 20 市町
のうち 17 位です。

　（国が示す平成 29 年度目標の受診率は 60 ㌫）
● 特定健診受診者の方が医療費が安い
　市の昨年５月国民健康保険診療分で、生活習慣病で通

院している人の１人当たりの平均医療費を調べたとこ
ろ、下記のように、特定健診を受けた人が１か月で約
21,000 円安いという結果が出ました。

▷健診を２年連続未受診の人　　　　約 41,000 円
▷２年間連続健診を受診している人　約 20,000 円

● 無料健康サポート（保健指導）が受けられます
　健診結果と生活習慣がどのように関係しているのか、身体の中

で何が起こっているのか、将来の予測を考え、健康的な生活を
送るためのお手伝いをします。

健康講座をご利用ください！

種　類 集団健診 個別健診

B・C 型 700 円 1,100 円

C 型 600 円 1,000 円

B 型のみ 100 円 　500 円

◆国民健康保険以外の健康保険に加入している皆さんへ

　特定健康診査・特定保健指導は、各医療保険者（お持ちの
健康保険証に記載されている保険者）に実施が義務づけられ
ています。加入している健康保険組合もしくは勤務先にご確
認ください。

【別表②】肝炎ウイルス検査受診料金

40 〜 74 歳　国保被保険者数
平成24年５月 入院外（透析者除く）

人数 生活習慣病総
医療費（円）

１人当たり
医療費（円）

総　数 10,710 6,629 213,169,140      32,157

22 年・23 年連続未受診   6,049 3,933 160,331,290      41,227

22 年・23 年連続受診   2,547 1,596   31,910,520      19,994

特定健診受診状況と医療費の関係（24年５月分国民健康保険診療分より）



ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

市

政

１ 市政の動きについて（市長講話）
２ 行政改革について
３ 第５次伊万里市総合計画について
４ 伊万里湾の開発について
５ 伊万里市の国際交流について
６ 考えてみましょう！『男女協働参画』
７ 食のまちづくりについて

８ 市民との協働のまちづくり
（地域の元気推進事業を含む）

９ 情報化の推進について
10 伊万里市の家計簿（財政）

11 予算のみかた〜税金の使われ方から財政
状況まで

12 地籍調査の話
13 道路の話
14 都市計画の話
15 下水道の話

福
祉
・
健
康

16 高齢者福祉について
17 介護保険について
18 認知症を学び地域で支えよう
19 介護予防について
20 国民健康保険について
21 後期高齢者医療制度について
22 たっしゃか体操
23 生活習慣病予防について
24 高齢者の健康づくりについて
25 歯の健康づくりについて
26 知っておきたい子どもの病気と手当
27 地域福祉の充実について
28 障害者総合支援法について

29 伊万里市の子育て支援の取り組みに
ついて

30 生活保護制度について
31 伊万里市婚活応援事業について

● 対　象　　市内に在住し、通勤、通学しているおおむね 10 人以上の団体

● 時　間　　午前９時から午後９時までの間で、２時間以内

● 場　所　　市内のみで、受講場所の確保は申込者でお願いします。

● 講師料　　無　料

● 申込方法　受講予定の２週間前までに、受講申込書を男女協働・まちづくり課まで提出してください。ファッ

クス、メールでも受け付けます。

※申込書とメニュー表は、男女協働・まちづくり課、各町公民館、市民図書館、市民センター、生涯学習センター、

市民交流プラザに備え付けています。また、市のホームページからもダウンロードできます。

● 申込・問合先　男女協働・まちづくり課（　 ☎㉓２１１５・　  ㉒７２１３）

　　　　　　　　メールアドレス　danjo-machizukuri@city.imari.lg.jp

　市は、皆さんの身近な生活に関わる行政情報を積極的に提供し、市民参加によるまちづくりをめざすため『まち

づくり出前講座』を行っています。昨年度は、実施回数 120 回、延べ 5,500 人の参加がありました。

　皆さんが知りたいことや聞いてみたいことなどについて、市職員が直接出向いてお話しをしますので、ぜひお役

立てください。メニューは下記のとおり用意しています。連絡をお待ちしています。

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

く
ら
し

32 伊万里市の防災について
33 国民年金について
34 税のしくみについて
35 消費者トラブル防止について
36 水道の話
37 防火教室
38 救急教室

環
境

39 家庭でできる地球温暖化対策
40 ごみの分別とリサイクルについて
41 犬・ねこの飼い方について
42 伊万里市の環境の状況

産
業
・
観
光

43 伊万里市の農業について
44 伊万里市の林業・水産業について
45 伊万里市の商工業について
46 伊万里市の観光について
47 農業者年金について
48 農地の転用、売買、貸借について

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
Ⅰ
ツ

49 子どもの生きる力について
50 家庭教育について
51 高齢者の生きがいと役割について

52 すこやかいまりっこ ( 青少年）の育成に
ついて

53 女性問題 ( 役割・生き方など）について

54 いっしょに考えましょう！　私たちの
人権・同和問題

55 伊万里の文化財
56 伊万里の史跡めぐり
57 伊万里の資料館見学ガイド
58 図書館のデータベース活用方法
59 家読について
60 子どもの読書について
61 新体力テストおよびニュースポーツの指導

選 挙 62 明るい選挙について
その他 63 その他（希望講座をご相談ください）

ご利用ください！ まちづくり出前講座

ま ち
づくり

平成25 年度 まちづくり出前講座メニュー

FAX

※ この講座は、苦情や陳情の場ではありません。
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　予知が困難とされる地震と違い、台風や大雨はある程度まで時期や規模を予測することができます。
しかし、突発的な局地的豪雨のように予測が難しいものもあり、大きな被害をもたらすことがあります。
これらの被害を最小限度にとどめるために、正確な気象情報の収集と、身近な環境変化に注意しましょう。

５月は水防月間です

歩ける深さは男性で約 70 ㌢、女性で
約 50 ㌢。水の深さが腰まである場合、
無理は禁物です。水に浸かっていない
場所で救助を待ちましょう。

水の中を歩く場合は、長い棒を
杖代わりにして安全を確認しな
がら歩きましょう。はぐれない
ようにお互いの体をロープで結
んで避難しましょう。

素足や長靴は禁物です。ヒモで締
められる運動靴を選んだほうが良
いでしょう。

高齢者や身体の不自由な人は背
負いましょう。幼児は浮き袋、
乳児はベビーバスを利用して安
全を確保して避難しましょう。

移動は常に安全確認しながら幼児や高齢者の安全を確保する

水中でも脱げない靴を選ぶ

　佐賀県では、県民の皆さんの安全・安心を確保するた
めの一助として、携帯電話などのメール機能を使った各
種防災情報などを配信するシステム『防災ネットあんあ
ん』を運用しています。皆さんもぜひ登録して、地域の
防災活動や安全・安心の確保に役立てましょう。

《配信される情報》
1. 防災情報　2. 防犯情報　3. 緊急情報
4. 火災情報　5. 災害発生時の安否確認情報

　安全・安心情報を手に入れよう

『防災ネット あんあん』

※携帯電話のバーコードリーダー機能で撮影す
　ると簡単に登録サイトへ進むことができます。
○防災ネットあんあん　http://esam.jp/
● 問合先　佐賀県統括本部消防防災課

　　　　　　　（☎０９５２㉕７０２７）

無理に水の中を歩かない

●  問合先　土木管理課（☎㉓２４８４）

もしもの時に備えましょう

防災ネットあんあん
佐賀県情報QRコード

登録はこちら←
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ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

家
の
門
や
窓
に
『
福
』
の
字
を

逆
さ
ま
に
し
た
切
り
紙
（
春

チ
ュ
ン

聯リ
ェ
ン）

を
貼
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
国

語
で
逆
さ
ま
を
意
味
す
る
『
倒
』

が
、
到
来
の
『
到
』
と
同
じ
発

音
で
あ
り
、『
福
』を
逆
さ
ま（
倒
）

に
す
る
と
、『
福
』
が
到
来
す
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
日

本
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
へ

の
お
年
玉（
紅ホ

ン

包バ
オ

）も
あ
り
ま
す
。

　
旧
暦
１
月
15
日
は
元
宵
節
で
、

こ
の
日
は
、
餅も

ち

米ご
め

で
作
っ
た
餡あ

ん

団だ
ん

子ご

（
元

ユ
エ
ン

宵シ
ャ
オ）

を
食
べ
た
り
、

燈と
う

籠ろ
う

を
飾
っ
た
り
し
ま
す
。
元

宵
節
は
、
灯
節
と
も
称
さ
れ
、

長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
す
。

　
旧
暦
５
月
５
日
は
端
午
節
で
、

日
本
で
の
端
午
の
節
句
に
当
た

り
ま
す
。
中
国
で
は
粽

ち
ま
き

を
食
べ

る
習
慣
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本

で
は
柏
餅
を
食
べ
る
そ
う
で
す

ね
。
今
年
は
柏
餅
を
ぜ
ひ
食
べ

て
み
た
い
で
す
ね
。

　
さ
て
今
回
は
、
大
連
の
主
な

祝
日
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

祝
祭
日
は
、
旧
暦
、
新
暦
そ
れ

ぞ
れ
に
あ
り
ま
す
。
伝
統
的
な

節
句
は
、
ほ
と
ん
ど
が
旧
暦
で
、

基
本
的
に
記
念
日
は
、
新
暦
で

祝
い
ま
す
。

　
旧
暦
１
月
１
日
は
春
節
（
旧

正
月
）
で
す
。
中
国
で
最
も
重

要
な
祝
日
で
、
日
本
の
正
月
に

当
た
り
ま
す
。
一
般
的
に
大お

お

晦み
そ

日か

に
は
家
族
が
集
ま
り
、
ご
馳ち

走そ
う

（
年

ニ
ェ
ン

飯フ
ァ
ン）

を
食
べ
た
り
、
爆

竹
を
鳴
ら
し
た
り
し
て
新
年
を

迎
え
ま
す
。
１
週
間
の
正
月
休

み
の
間
に
は
、
花
火
大
会
や
美

食
祭
、
演
芸
会
な
ど
多
く
の
イ

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
隔
月
で
、

韓
静
さ
ん
か
ら
見
た
伊
万
里
や
大

連
市
の
文
化
・
風
習
な
ど
、
皆
さ

ん
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

 

韓  

静
（
カ
ン  

セ
イ
）

 

▽
１
９
６
６
年
遼
寧
省
大
連

　
市
中
山
区
生
ま
れ
　
47
歳

▽
家
族
構
成
　
夫
、
娘
１
人

▽
所
属
　
大
連
市
公
安
局
出
入

　
境
管
理
局（
出
入
国
の
査
証
、

　
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
管
理
）

ちゃき
ちゃきの   

大連っ子
中
国
大
連
市

　
公
務
研
修
生

韓
静
リ
ポ
ー
ト
②

洪水が起きたときの避難方法

↑長崎ランタンフェスティ
　バルに行ってきました



　『
波
多
津
太
陽
光
発
電
所
』
の
建

設
が
決
ま
り
、
３
月
21
日
、
市
役

所
に
お
い
て
、
市
と
㈱
九
電
工
が

太
陽
光
発
電
事
業
基
本
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
建
設
地
は
市
有
地
の
旧
波
多
津

東
小
学
校
跡
地
（
敷
地
面
積
76

㌃
）
で
、
市
は
年
間
１
２
０
万

円
で
20
年
間
、
㈱
九
電
工
に
土

地
を
貸
し
出
し
ま
す
。
計
画
で

は
、
発
電
所
に
は
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
２
０
１
６
枚
が
設
置
さ
れ
、
年

間
で
約
４
８
４
㌗
（
一
般
家
庭
の

約
１
５
０
世
帯
分
）
を
発
電
。
全

量
が
九
州
電
力
に
売
電
さ
れ
、
年

間
２
０
０
０
万
円
の
売
上
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
事
業
費
は

１
億
５
０
０
０
万
円
で
、
９
月
か

ら
運
転
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
環
境
教
育
用
の
見
学

ス
ペ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
㈱
九
電
工
の
県
内
で
の
太
陽
光

発
電
所
設
置
計
画
は
、
武
雄
市
、

多
久
市
に
続
い
て
今
回
が
３
か
所

目
で
す
。

● 対象となる人
▷伊万里市国民健康保険加入者
・受診時に 40 歳以上 74 歳以下の人（入院療養中の人を除く）
・伊万里市国民健康保険税の滞納がない人
・今年４月以降に人間ドック・脳ドックを受診していない人
▷伊万里市在住の佐賀県後期高齢者医療保険加入者
・入院療養中でない人
・後期高齢者医療保険料の滞納がない人
・今年４月以降に人間ドック・脳ドックを受診していない人
《人間ドック》
▷自己負担額　　11,330 円 ＋【別表】特定健診受診料金
▷指定医療機関　伊万里有田共立病院、社会保険浦之崎病院、

隅田病院、西田病院、前田病院、山元記念病院
▷検査項目　　　血液検査、尿検査、心電図など 15 項目

《脳ドック》
▷自己負担額　　12,400 円 ＋【別表】特定健診受診料金
▷指定医療機関　伊万里有田共立病院、西田病院、山元記念病院
▷検査項目　　　頭部ＭＲＩ、血液検査、尿検査など 11 項目
● 注意事項
※ 特定健診受診料金は、特定健診受診票に記載します。
※受診するときには、特定健診・長寿検診受診票、またはその

結果票を医療機関に提出してください。
※伊万里有田共立病院で脳ドックを受診する場合は、特定健診と

同時に受診してください。
※どちらも人数制限があ

ります。早めに申し込
んでください。

※申込には、国民健康保
険もしくは後期高齢者
医療の被保険者証と、印
鑑を持参してください。

● 申込・問合先　長寿社会課医療保険係（　 ☎㉓２１５３）

　【別表】特定健診受診料金表

種　別 料　金
40 〜 69 歳 1,200 円

70 〜 74 歳 600 円

長寿検診
無　料

市民税非課税世帯 ↑協定締結後、握手を交わす（株）九電工
山本泰弘佐賀支店長（左）と塚部市長

市
と
㈱
九
電
工
が
太
陽
光
発
電
事
業
基
本
協
定
を
締
結

旧
波
多
津
東
小
学
校
跡
地
に
太
陽
光
発
電
所
建
設
へ

助成します ! 人間ドック・脳ドック受診

142013.5

　市では、日帰り人間ドック・脳ドックの受診費用について助
成をしています。なお、自己負担額は昨年から変わっています。

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

　
伊
万
里
市
二
里
町
に
炭
山
と
い
う

集
落
が
あ
り
ま
す
。
二
里
町
誌
に
よ

る
と
「
昭
和
15
年
に
吉
原
梅
吉
が
二

里
村
に
吉
原
鉱
業
所
国
見
炭
鉱
を
開

坑
し
、
西
の
岳
に
不
夜
城
を
築
い
た
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
炭
景
気
の

時
に
は
、
多
く
の
住
宅
が
建
ち
、
食

料
品
店
や
衣
料
品
店
、
劇
場
ま
で
あ

り
、
大
変
な
賑に

ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
た

炭
山
地
区
で
す
が
、
今
で
は
農
家
戸

数
７
戸
の
小
さ
な
国
見
山さ

ん

麓ろ
く

の
集
落

で
す
。

　
約
10
年
前
か
ら
田
植
え
と
秋
の
収

穫
祭
の
毎
年
２
回
、
イ
ベ
ン
ト
の
案

内
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

炭
山
の
棚
田
を
生
か
し
、
何
と
か
賑

わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
と
の
地
区
の

皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
『
す
み
や
ま

棚
田
守
る
会
』
と
し
て
、
そ
れ
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
６
月
に
は
棚
田
に
水
張
り
を
し
、

市
内
外
の
子
ど
も
や
大
人
を
集
め
て

の
田
植
え
、
そ
し
て
11
月
に
は
稲
刈
り

を
し
て
、
お
に
ぎ
り
や
餅も

ち

つ
き
な
ど

を
楽
し
む
秋
の
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
地
道
な
都
市
と
農
村
の
交
流

活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ハ
ー
ブ
の
植
栽
や
そ
ば
の
植
え
付
け

も
さ
れ
て
お
り
、
美
味
し
い
手
打
ち

そ
ば
も
食
味
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
今
回
、
炭
山
棚
田
で
作
付

し
、
収
穫
さ
れ
た
酒
米
『
さ
が
の
華
』

を
原
料
に
純
米
酒
『
す
み
や
ま
』
が

誕
生
し
ま
し
た
。
清
ら
か
な
水
と
母

な
る
大
地
が
育
ん
だ
棚
田
米
に
地
元

の
造
り
酒
屋
が
丹
精
込
め
、
さ
ら
な

る
命
を
与
え
て
出
来
上
が
っ
た
絶
品

の
お
酒
、
地
域
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
連
携
）
が
生
ん
だ
逸
品
で
す
。

　
さ
て
、
日
本
の
農
村
が
生
き
残
れ

る
か
ど
う
か
大
変
な
危
機
的
状
況
の

中
で
、
政
府
は
T
Ｐ
Ｐ
の
参
加
を
表
明

し
ま
し
た
。
農
産
物
が
安
い
か
ら
と

い
っ
て
安
心
、
安
全
で
あ
る
と
の
保
障

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
は
、
や
は
り

日
本
で
生
産
さ
れ
た
米
を
食
べ
る
こ

と
が
体
に
も
良
い
し
安
心
な
の
で
す
。

　
今
、
炭
山
で
は
佐
賀
県
認
定
の
特

別
栽
培
米
『
す
み
や
ま
』
が
大
人
気

で
す
。
そ
し
て
、
集
落
７
戸
全
員
が

力
を
合
わ
せ
て
、
過
疎
と
い
う
逆
境

を
逆
手
に
取
り
、
何
と
か
し
よ
う
と

い
う
強
い
思
い
が
、
酒
造
り
ま
で
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

農
村
体
験
、
農
家
民
泊
の
流
れ
が
進

む
中
で
、
炭
山
棚
田
守
る
会
の
木
寺

清
太
会
長
は
、
同
じ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
仲
間
の
善ぜ

ん

斉さ
い

洋
子
さ
ん
直
筆

に
よ
る
『
す
み
や
ま
』
の
ラ
ベ
ル
が

貼
ら
れ
た
純
米
酒
を
手
に
、
さ
ら
な

る
棚
田
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
て
い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
炭
山
（
す
み
や
ま
）



各パートの優勝チーム Ａパート Ｂパート Ｃパート
ソフトバレーボール
小学生の部

伊万里ジュニア
女子Ａ（伊万里）

伊万里 JVC
男子Ｂ（伊万里）

イエローアタッ
カーズＣ（立花）

ソフトバレーボール
女性の部

伊万里ジュニア
ママ（伊万里）

山口病院Ｃ
（立花）

黒川ママ
（黒川）

ソフトバレーボール
一般（混合）の部

牧島バレー
クラブＢ（牧島）

木曜クラブ
（黒川）

サウスウェーブ
クルー（南波多）

ソフトバレーボール
シニア（混合）の部

エクセルＣ
（伊万里）

エクセルＢ
（伊万里）

インディアカ
一般（混合）の部

ガ ス Ｐ a ｎ i ｃ
Ａ（南波多）

東山代Ｂ
（東山代）

室内ペタンク 脇田ジンジャーズ
（伊万里）

伊中美術部Ｂ
（伊万里）

ペタンクス
（伊万里）

　
伊
万
里
市
職
域
・
ク
ラ
ブ
卓
球
大
会
が
４

月
14
日
、
国
見
台
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
１
４
５
人
が
参
加
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
な
お
、
上
位
の
成
績

は
左
表
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

種　目 優　勝 ２　位 ３　位

男子団体 伊万里卓親会 A 伊万里卓親会 B 伊農高教員 伊万里ＴＴ C ｰ A

一般男子 吉永　健吾
（伊万里卓親会）

山口　成紀
（奈雅井）

馬場　鷹徳
（伊万里卓親会）

下平　和宏
（中国木材）

男　子
シニア

秀島　　洋
（伊農高教員）

松尾　　仁
（松尾オート）

多久島一仁
（松尾オート）

髙野　政男
（啓卓愛会）

男　子
ベテラン

鈴木　政義
（伊万里ＴＴ C）

中尾　哲生
（山代体協）

栗原　　崇
（山代体協）

上村　直正
（伊万里金曜会）

女子団体 伊万里農林
高校Ａ

ナカスポ
レディース 山代体協 伊万里高校

一般女子 髙野優李奈
（伊万里農林高校）

古川　葉子
（国見中教員）

辻　富士美
（ナカスポレディース）

井手由紀子
（南波多体協）

女　子
シニア

川久保いづみ
（山代体協）

下平久美子
（ナカスポレディース）

高瀬サチ子
（大坪体協）

田代智恵子
（伊万里ＴＴ C）

伊
万
里
市

職
域
・
ク
ラ
ブ
卓
球
大
会

５月の市民スポーツ

５月の町民スポーツ　
３
月
20
日
、
国
見
台
体
育
館
な

ど
で
『
第
20
回
伊
万
里
さ
わ
や
か

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
』
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
を
図
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
室
内
ペ
タ
ン
ク

の
３
種
目
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
約
２
５
０
人
の

市
民
は
、
お
互
い
に
楽
し
く
交
流

を
深
め
合
い
な
が
ら
心
地
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
種
目
の
パ
ー
ト
別
の

優
勝
チ
ー
ム
は
、
下
の
表
の
と
お

り
で
す
。

第 20 回伊万里さわやかスポーツ・レクリエーションの結果
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伊
万
里
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
　
　
　
　
　     
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭↑ネット上での激しい攻防が

　魅力のソフトバレーボール

↑気軽に楽しめ、盛り上がった室内ペタンク

↑若い年齢層が多く参加したインディアカ

５日（日・祝）
● 黒川町子どもすもう大会
　午前８時 30 分開会　黒川小学校
● 松浦町民ミニバレーボール大会
　午前８時 30 分開会　東陵中学校
12 日（日）
● 波多津町民体育祭
　午前８時 30 分開会　波多津運動広場
● 伊万里町民運動会
　午前９時 15 分開会　伊万里小学校
● 二里町民体育大会
　午前９時 20 分開会　二里小学校
● 山代町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前９時30分開会　浦之崎運動広場
17 日（金）
● 大川町ニュースポーツ教室
　午後６時 30 分開会　大川体育館
18 日（土）
● 南波多町民グラウンド・ゴルフ大会
　午後２時 45 分開会　南波多小学校
19 日（日）
● 大川内町民球技大会
　午前８時開会　大川内小学校
● 立花地区グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　立花小学校
● 西田旗争奪東山代町民

スローピッチソフトボール大会
　午前８時30分開会　東山代運動広場
● 大坪地区グラウンド・ゴルフ大会
　午前９時開会　大坪小学校

３日（金・祝）・４日（土）
● 国見台陸上競技選手権大会
　午前９時競技開始　国見台陸上競技場
● 市長旗争奪伊万里地区高等学校

野球春季大会
　午前 10 時試合開始　国見台野球場
５日（日・祝）
● 伊万里市招待高校野球大会
　午前 10 時試合開始　国見台野球場
26 日（日）
● 佐賀県さわやか

スポーツ・レクリエーション祭
　午前８時 30 分開会　武雄市ほか
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みんなの広場

　伊万里少年少女合唱団第 21 回発表会がロイヤルチェス

ター伊万里でありました。発表会は３部構成で行われ、２

部では伊万里合唱団が友情出演し、３部では『くいしん

坊の世界旅行』と題し、世界 14 か国を歌と手作りの小道

具で表現するなど、多彩なステージが繰り広げられ、約

100 人の観客からは惜しみない拍手が送られていました。

↓『くいしん坊世界旅行』で、ビールの本場ドイツを訪れた団員

　　　 発足 34 年。伊万里少年少女合唱団が発表会練習重ねた合唱の魅力が聴衆を魅了

　豊かな自然の中で親子や青少年が楽しく交

流することで、郷土愛を育み仲間づくりにつ

なげようと、大川内小学校から都川内ダムま

でのコースでスタミナ焼肉オリエンテーリン

グが開催され、親子連れなど 57 組 230 人

が元気に参加しました。各チームは、肉や野

菜を獲得するため、７つのチェックポイント

でビー玉つかみや輪投げなどに挑戦し、協力

して材料を無事にゲット。ゴール後は、焼肉

大会やクイズ、抽選会などで楽しみました。

　　　 スタミナ焼肉オリエンテーリング体験や仲間、全てがごちそう

↓「狙いはあそこだ！」ゴム銃で動物などの的を狙う親子の表情は真剣そのもの

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

まちの話題

3.31

みんなの広場

3.17

果物名前当てゲーム猛獣狩りゲーム春を感じるものをスケッチ

↑おいしそうに伊万里牛カレーを食べる黒川小２年１組の子どもたち

　　　 肥育牛農家が給食に伊万里牛を寄贈伊万里牛カレーで元気いっぱい！

4.12

　市内最大規模の肥育牛農家の松尾勝馬さんが伊万里牛

200 ㌔を市に寄贈しました。牛肉は、小学校新１年生に

とって初めての給食となるこの日に、カレーの具として

登場。目録の贈呈式があった黒川小学校では、児童が『お

肉がとてもやわらかい』、『また、食べたい』などと言い

ながらおかわりするなど、嬉しそうに味わっていました。



れ
た
猫
。
こ
の
猫
が
、
飼
い
猫
な

の
か
野
良
猫
な
の
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
男
の
子
は
以
前
か
ら
こ

の
猫
を
知
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

男
の
子
が
と
っ
た
、
と
っ
さ
に
道

路
か
ら
猫
を
助
け
出
す
と
い
う
行

動
に
私
は
と
て
も
驚
き
、
そ
の
後

に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

純
真
な
子
ど
も
の
心
を
垣
間
見
た

思
い
が
し
ま
し
た
。

　
こ
の
男
の
子
は
、
き
っ
と
両
親

や
家
族
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
愛
情

を
受
け
て
育
っ
た
の
だ
ろ
う
と
私

は
思
い
ま
す
。

　
こ
の
男
の
子
の
よ
う
な
優
し
さ

や
慈
愛
に
溢あ

ふ

れ
た
人
た
ち
が
も
っ

と
増
え
れ
ば
、
今
よ
り
も
住
み
よ

い
、
思
い
や
り
に
満
ち
た
社
会
に

な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
は
、
あ
る
日
曜
の
午
後
の

出
来
事
で
し
た
。
私
が
車
で
買
い

物
に
行
っ
て
い
る
と
、
対
向
車
が

飛
び
出
し
て
き
た
猫
を
は
ね
、
そ

の
ま
ま
走
り
去
り
ま
し
た
。
そ
の

直
後
、
父
親
と
近
く
を
歩
い
て
い

た
男
の
子
が
、
た
め
ら
い
な
く
は

ね
ら
れ
た
猫
に
走
り
寄
り
、
そ
の

猫
を
両
手
で
抱
え
て
道
路
か
ら
助

け
出
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
突
然
の
出
来
事
に
一
瞬
、

頭
が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
が
、
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と
て
も
気
に
な
っ
た
の
で
、
車
を

止
め
て
男
の
子
と
猫
に
近
づ
き
ま

し
た
。
そ
の
猫
は
無
傷
で
あ
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
打

ち
所
が
悪
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
す
で
に
死
ん
で
い
ま
し
た
。

　
次
の
瞬
間
、
そ
の
男
の
子
は
、

猫
を
埋
め
て
あ
げ
た
い
と
言
っ
た

の
で
、
私
は
、
と
っ
さ
に
車
に
置

い
て
い
た
新
聞
紙
と
ナ
イ
ロ
ン
袋

を
父
親
に
渡
し
ま
し
た
。
父
と
子

は
、
猫
を
そ
れ
で
包
み
、
抱
き
な

が
ら
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
男
の
子
と
、
は
ね
ら

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２０４

猫
と
男
の
子

　
３
月
30
日
、
市
民
会
館
で
伊
万

里
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
多
く
の
市
民
に
披
露
し
、
音

楽
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う

と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
演
奏
会
は
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、

１
部
は
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
』

と
し
て
、
昨
年
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
の
自
由
曲
『
未
知
な
る
大
陸
の
挑

戦
』
な
ど
迫
力
の
あ
る
演
奏
が
観
客

を
魅
了
。
２
部
で
は
、『
マ
ー
チ
ン

グ
ス
テ
ー
ジ
』と
題
し
、カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
シ
ョ
ー
な
ど
を
含
む
一
糸
乱
れ
ぬ

動
き
が
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
３

部
は
『
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ス
テ
ー
ジ
』
で
、

最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲
か
ら
演
歌
ま
で
、

な
じ
み
の
あ
る
曲
の
演
奏
が
会
場
を

盛
り
上
げ
る
な
ど
、
約
４
０
０
人
の

観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

伊
万
里
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
定
期
演
奏
会

創
部
50
周
年
を
記
念
し
て
開
催

春を感じるものをスケッチ

　
　
　

　

　
色
絵
蟹
牡
丹
文
皿
は
、

１
６
８
０
年
代
に
作
ら
れ
た
色

絵
の
鍋
島
焼
で
、口
径
15
・
２
㌢
、

底
径
８
㌢
、
高
さ
４
㌢
の
五
寸

皿
で
す
。  

　
鍋
島
焼
は
、
江
戸
時
代
の
日

本

で

唯

一
、
藩
が

直
接
経
営

し
て
い
た

窯
（
藩
窯
）

で
作
ら
れ

た
焼
き
物

で
、
当
時

の
国
内
で

最
も
優
れ

た
磁
器
で

し
た
。  

　
こ
の
色
絵
蟹
牡
丹
文
皿
は
、

鍋
島
焼
の
中
で
も
盛
期
の
作
品

で
、
２
つ
の
牡
丹
の
文
様
が
対

に
な
っ
て
い
ま
す
。
牡
丹
の
花

が
カ
ニ
の
甲
羅
に
、
葉
が
ハ
サ

ミ
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
蟹
牡

丹
文
と
言
い
ま
す
。
こ
の
対
の

文
様
は
、
互
い
の
葉
が
絡
み
合

い
、
上
下
が
反
転
し
て
も
同
じ

文
様
に
な
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
牡
丹
の
文
様
も
、
左
右
対
称

と
な
る
よ
う

に
厳
密
に
デ

ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
ま
す
。  

　
色
絵
蟹
牡

丹
文
皿
は
、

伊
万
里
・
鍋

島
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催

中
の
『
宝
石

箱
の
中
の
う

つ
わ
た
ち
　
色
鍋
島
、
金
襴
手

古
伊
万
里
展
』
で
、
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
開
館
時
間
や
入
館
料
な
ど
に

つ
い
て
は
、
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
☎
㉒
２
２
６
７
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 　

色い
ろ

絵え

蟹か
に

牡ぼ

丹た
ん

文も
ん

皿ざ
ら

　
　
　
　
〜 

徹
底
さ
れ
た
構
図
の
対
称
性 

〜

　
会
い
に
行
け
る
焼
き
物
②  

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
㉓
３
１
８
６
）

↑今回が９回目の開催となった伊中吹奏楽部定期演奏会
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4
月
11
日
、
市
内
の
各
小
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
１
年
生

へ
『
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
』

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う
と
、
新
入
学
児

童
全
員
に
市
が
毎
年
贈
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
対
象
と
な
る
児
童

は
５
２
７
人
で
す
。

　
こ
の
日
、
塚
部
市
長
が
南
波
多

小
学
校
を
訪
れ
、
新
入
学
児
童
を

代
表
し
て
小
松
皐さ

つ
きさ

ん
に
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
黄
色

い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
見
か
け

た
ら
、
距
離
を
と
っ
た
り
ス
ピ
ー

ド
を
緩
め
た
り
す
る
な
ど
特
に
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。
新
1

18

咲
き
満
ち
て
一
天
閉
ざ
す
花
の
城

突
っ
張
り
の
あ
る
生
徒
か
と
紛ま

が

ふ
か
な

　
　
　
　
給
油
店
に
会
釈
こ
ぼ
れ
て

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

池
田
　
青
令

田
中
　
　
勲

伊
万
里
白
露
短
歌
会

　
３
月
21
日
、
伊
万
里
保
育
園
た

け
組
（
年
長
）
が
市
消
防
本
部
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
は
、
市
消
防
本
部
が

照
明
車
の
愛
称
を
市
内
の
全
保
育

園
と
全
幼
稚
園
を
対
象
に
募
集
し

た
67
作
品
の
中
か
ら
、
た
け
組
の

作
品
『
ピ
カ
リ
ン
』
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
３
月
25
日
、
市
役
所
で
鉛
筆
削

り
器
の
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
伊
万
里
商
工
会
議
所

女
性
会
（
87
人
）
が
、
子
ど
も
た

ち
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
イ

ベ
ン
ト
で
の
収
益
の
一
部
を
活
用

し
て
、
市
教
育
委
員
会
を
通
じ
て

寄
贈
し
た
も
の
で
す
。
鉛
筆
削
り

器
は
、
市
内
の
新
１
年
生
（
16
校
、

23
学
級
）
向
け
で
、
入
学
式
後
、

各
学
級
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

願
い
を
込
め
て
新
入
学
児
童
に

　
　
　
　
　
　
　
　  

鉛
筆
削
り
器
、
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
呈

　
４
月
８
日
、
滝
野
中
学
校
３
年

の
平
川
雄
輝
さ
ん
が
、『
第
６
回
い

じ
め
防
止
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
』
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
受

け
、
そ
の
報
告
と
表
彰
式
が
滝
野

小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
佐
賀
県
を

は
じ
め
と
す
る
全
国
11
の
P
T
A

連
合
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
全
国

か
ら
26
万
を
越
え
る
作
品
の
中
か

ら
、
平
川
さ
ん
の
『
„
先
生
!
＂

心
の
ヤ
ミ
に
　
目
を
向
け
て
！
』

を
含
め
た
22
作
品
が
最
優
秀
賞
（
全

国
賞
）
に
輝
き
ま
し
た
。

年
生
の
皆
さ
ん
も
通
学
す
る
と
き

に
は
、
車
に
十
分
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
ね
。

園
児
や
中
学
生
が

　
　
思
い
を
込
め
た
愛
称
や
標
語
が
栄
冠
輝
く

い
じ
め
防
止
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

鉛
筆
削
り
器
贈
呈

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈

照
明
車
愛
称

↑鉛筆削り器を寄贈した
　前田文子会長（左）

↑照明車『ピカリン』やキュートくんと記
　念撮影をする伊万里保育園たけ組の園児

↑表彰を受ける
　平川雄輝さん（左）

↑南波多小学校の入学式で、塚部市長からランドセル
　カバーをプレゼントされた新１年生の小松皐さん
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井手 知
とも

美
み

 さん

★
お
仕
事
は
　
伊
万
里
幼
稚
園
・

ぷ
ち
・
る
う
保
育
園
東
園
舎
に

勤
務
し
て
１
年
目
で
す
✿
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
手
助
け
を
し

た
い
と
考
え
今
の
仕
事
を
選
び

ま
し
た
★
子
ど
も
た
ち
の
元
気

に
負
け
な
い
よ
う
笑
顔
で
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
☀

★
休
日
の
過
ご
し
方
は
　
友
人
と

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
行
っ
た
り
、

お
洒
落
な
カ
フ
ェ
で
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
す
る
の
が
好
き
♬

★
好
き
な
食
べ
物
は
　

　
と
っ
て
お
い
し
い
園
の
給
食
を

い
つ
も
食
べ
れ
る
幸
せ
を
か
み

し
め
て
い
ま
す

(^^)

★
理
想
の
男
性
は
　

　
や
さ
し
く
て
背
が
高
い
人
♥

★脇田町

★ふたご座・A 型

(20 歳)

　
３
月
31
日
、
松
浦
鉄
道
浦
ノ
崎

駅
で
、
桜
の
駅
ま
つ
り
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
住
民
が
実

行
委
員
会
を
結
成
し
、
地
域
の
活

力
づ
く
り
の
た
め
に
一
体
と
な
っ

て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ま
つ
り
で
は
、
地
元
の
園
児
や

音
楽
愛
好
家
が
歌
や
踊
り
を
披
露

す
る
桜
ラ
イ
ブ
や
社
会
保
険
浦
之

崎
病
院
に
よ
る
ま
ち
か
ど
健
康
教

室
、
物
産
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、

約
３
０
０
０
人
の
家
族
連
れ
な
ど

で
賑に

ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
駅
に
愛
着

を
感
じ
、
よ
り
多
く
の
人
に
訪
れ

て
も
ら
お
う
と
地
域
住
民
が
企

画
、
設
置
し
た
桜
色
に
衣
替
え
し

桜
の
駅
ま
つ
り
と
伊
万
里
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
３

伊
万
里
の
春
を
満
喫
！

伊
万
里
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
３

桜
の
駅
ま
つ
り

た
新
し
い
駅
名
板
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
浦
ノ
崎
駅
は
線
路
沿
い
に

約
80
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
、
満
開

時
に
は
駅
を
覆
う
よ
う
に
『
桜
の

ト
ン
ネ
ル
』
が
で
き
る
桜
の
名
所

で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
４
月
７
日
、
国
見
台
陸
上
競
技

場
を
発
着
点
に
『
歩
き
た
く
な
る

街
・
伊
万
里
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
３
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
伊
万
里
の
自
然
や
歴

史
に
触
れ
な
が
ら
気
軽
に
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う
と

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

８
回
目
の
開
催
。
こ
の
日
は
県
内

外
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
４
６
６
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、市
街
地
を
巡
る
『
古

↑桜の木をバックにした特設ステージで華麗
　な演舞を披露する３兄弟の『祐・祐・かれん』

↑地域住民のアイデアで桜のデザ
　インに一新された駅名板

伊
万
里
コ
ー
ス
（
約
６
㌔
）』、
大

川
内
山
を
巡
る
『
秘
窯
の
里
・
鍋

島
コ
ー
ス
（
約
12
㌔
）』、
伊
万
里

湾
大
橋
な
ど
湾
岸
沿
い
を
巡
る

『
伊
万
里
湾
岸
・
は
ち
が
め
コ
ー

ス
（
約
20
㌔
）』
の
３
つ
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
日

は
風
が
強
く
、
気
温
も
最
高
で
９
・

５
℃
ま
で
し
か
上
が
ら
な
い
厳
し

い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、

美
し
い
景
色
や
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
歩
き

ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
、
完
歩
者
に
は
そ
れ

ぞ
れ
木
製
の
完
歩
証
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
伊
万
里
焼
や
伊
万

里
牛
な
ど
地
元
特
産
品
が
当
た
る

抽
選
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
域

婦
人
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
手
作
り
の
だ
ご
汁
が
振
る
舞
わ

れ
る
な
ど
、
参
加
者
は
伊
万
里
の

春
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。↑笑顔で伊万里湾大橋を歩く『伊万里湾岸・はち

　がめコース』の参加者

　
ぼ
く
は
パ
ズ
ル
や
ブ
ロ
ッ
ク
遊

び
が
大
好
き
♥
良ら

威い

お
兄
ち
ゃ
ん

や
お
父
さ
ん
と
冒
険
す
る
の
も
楽

し
い
な
☀
食
べ
物
は
刺
身
と
か
お

酒
の
お
つ
ま
み
が
タ
イ
プ
★
大
き

く
な
っ
た
ら
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ウ
ィ

ザ
ー
ド
み
た
い
に
な
り
た
い
な

(^^)

畑元 洸
こう

志
し

 さん

　
自
由
で
兄
弟
仲
良
く
遊
び
、
弟

の
周

し
ゅ
う
の
面
倒
を
み
る
な
ど
世
話
好

き
な
こ
う
ち
ゃ
ん
♥
こ
れ
か
ら
も

そ
の
優
し
さ
を
忘
れ
な
い
で
ね
★

★克
かつ

介
すけ

・栄
えい

華
か

さんの次男

★立花台一丁目

(　  )3 歳
11 か月
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お知らせコーナー
チャンネル

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　
市
で
は
、『
市
長
出
前
ま
ち
づ

く
り
座
談
会
』
を
１
月
か
ら
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
長
が

市
民
と
直
接
対
話
し
、
市
政
の
現

状
や
方
向
性
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
市
政

運
営
や
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た

め
、
広
く
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
聴

く
こ
と
で
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
対
話
集

会
で
す
。
市
内
の
各
町
単
位
で
実

施
し
て
い
て
、
５
月
の
開
催
は
次

の
と
お
り
で
す
。
誰
で
も
自
由
に

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けていま
す。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。
① つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や簡単
な製作などを行います。
　  ●  日　時　５月 22 日（水）午前 10 時〜正午
　  ●  場　所　立花公民館

② お誕生会（要申込）
　５月生まれの就園前の乳幼児とその保護者
　   ● 日　時　５月 15 日（水）

　 　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
　   ●  場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ

　　　　　　（　 ☎㉓５１９７）

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

● 

日
　
時

▽
大
坪
公
民
館
　
５
月
９
日
（
木
）

▽
大
川
内
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
５
月
13
日
（
月
）

▽
立
花
公
民
館
　
５
月
29
日
（
水
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

● 

問
合
先
　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー

ビ
ス
係
（

☎
㉓
２
１
３
３
）

　
市
美
展
で
は
、
皆
さ
ん
の
創
作

意
欲
あ
ふ
れ
る
す
ば
ら
し
い
作
品

を
数
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

● 

会
　
期

▽
絵
　
画

　
５
月
15
日
（
水
）
〜
19
日
（
日
）

▽
書

　
５
月
22
日
（
水
）
〜
26
日
（
日
）

▽
写
真
・
工
芸
　
５
月
29
日
（
水
）

〜
６
月
２
日
（
日
）

● 

観
覧
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
各
会
期
と
も
に
最
終

　
日
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
文
化

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

● 

観
覧
料
　
無
　
料

● 

展
示
作
品
解
説

▽
絵
　
画
　
５
月
19
日
（
日
）

午
後
２
時
〜

▽
書
　
　
　
５
月
26
日
（
日
）

午
後
２
時
〜

▽
写
　
真
　
６
月
２
日
（
日
）

午
後
１
時
〜

▽
工
　
芸
　
６
月
２
日
（
日
）

午
後
２
時
〜

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（

☎
㉒
１
２
６
２
）

　
５
月
5
日
（
日
）
か
ら
11
日
（
土
）

ま
で
は
、『
児
童
福
祉
週
間
』
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
『
地
球

の
宝
物
』
で
す
。
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
地
域
み

ん
な
で
積
極
的
に
子
育
て
を
支
援

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

● 

平
成
25
年
度
児
童
福
祉
週
間
標
語

　『
君
が
い
る
　
た
だ
そ
れ
だ
け

　
で
　
う
れ
し
い
よ
』

● 
問
合
先
　
子
育
て
支
援
室

（
☎
㉓
２
１
７
４
）

第
34
回
伊
万
里
市

美

術

展

開

催

市
長
出
前
ま
ち
づ
く
り

座
談
会
を
開
催
し
ま
す

いよいよ始まります !

５
月
５
日
か
ら
は

児
童
福
祉
週
間
で
す

　市では、会員を募って伊万里牛や伊万里焼
などの特産品を送る『伊万里ファンクラブ』
を始めます。会員には、年会費の額（１万円・
２万円コース）に応じ、四季を通じて伊万里
の特産品を届けたり、伊万里のイベ
ントなどの観光情報を随時提供した
りします。
　市民の皆さん、一人ひとりが伊万
里の自慢できる特産品を知人や友人
に伝えてもらうことが、強力な宣伝
になりますので、ぜひ広くＰＲをし
てください。
　また、お中元やお歳暮に、伊万里ファンク
ラブを利用しませんか。詳しくは、市、市観
光協会のホームページ、まるごと伊万里市民
ポータルサイトをご覧ください。
●  会員募集締切　6 月 30 日（日）
●  申込・問合先　観光課伊万里ブランド係
　　　　　　　　　　　　（ ☎㉓２１１０）

伊万里ファンクラブ                                                                                                                                                ★ ★

診断料 500円

データ
復 旧
新品・中古
パソコン
販 売
パソコン
各種設定

パソコン修理パソコン修理
お任せください!

お気軽に
ご相談
ください

営業時間 9:00～17:30

タップ情報通信ITセンター
TEL 050-3385-8805
FAX 050-3737-9231

有限
会社タップ情報通信

〒848-0031
佐賀県伊万里市二里町
八谷搦380-3-2F（旧 隆泉堂）
Eメール

△

info@tap-net.com
URL

△

http://tap-net.com

伊万里郵便局

トライアル

マクドナルド

ローソン

マックスバリュ

伊万里駅

ガスト

タップ情報通信

TAP情報通信
ITセンター
（旧隆泉堂）

国道202号線

TaPTaP

TaP



2013 バラ祭＆ランチで満喫！

　100 万本のバラが咲き誇るハウステンボ

スで、カナルクルーザー（運河船）やラン

チを楽しみながら、婚活と散策を満喫しま

しょう！

● 日　時　５月 25 日（土）

　　　　　午前８時 30 分〜午後５時

● 参加費　3,500 円（入場料、乗船料、昼

　　　　食代などを含む）

● 定　員　男女各 14 人

● 申込方法　メールまたは電話

※ 申込者多数の場合は抽選になります。

● 申込・問合先　婚活応援課

（　 ☎㉓２９５０）

※ メールアドレス   deai@city.imari.saga.jp

婚活イベントの紹介

♥♥

ハウステンボス散策☆バスツアー

合
は
違
法
で
す
。

● 

問
合
先
　

▽
農
業
振
興
課
営
農
流
通
係

　
　
　
　 

（

☎
㉓
２
５
５
７
）

▽
農
山
漁
村
整
備
課
林
務
水
産
係

　
　
　
　
　 

（
☎
㉓
２
５
９
１
）

▽
Ｊ
Ａ
伊
万
里
営
農
振
興
課

               

（
☎
㉓
５
５
６
０
）

● 

日
　
時
　
５
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　 

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

● 

会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

● 

演
　
題
　

　『
秀
吉
と
上
松
浦
・
名
護
屋
』

● 

講
演
者
　
西
田
和
己 

氏
（
佐
賀

　
県
立
博
物
館
・
美
術
館
副
館
長
）

● 
問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　 

（
☎
㉒
１
２
６
２
）

万
里
支
部
の
協
力
を
得
て
、
わ
な

や
銃
器
に
よ
る
有
害
鳥
獣
駆
除
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

昨
年
は
イ
ノ
シ
シ
３
０
５
７
頭
、

ア
ラ
イ
グ
マ
１
４
９
頭
、
タ
ヌ
キ

１
３
６
頭
、
ア
ナ
グ
マ
１
０
５
頭
、

ま
た
、
４
８
４
羽
の
カ
ラ
ス
と
ド

バ
ト
が
駆
除
さ
れ
ま
し
た
。

● 

有
害
鳥
獣
駆
除
期
間
　

　
平
成
26
年
２
月
ま
で
（
予
定
）

● 

注
意
点

①
野
山
に
入
る
と
き
は
、
目
立
つ

服
装
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る
な

ど
、
人
が
い
る
こ
と
が
分
か
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
す
る
た
め

に
は
、
狩
猟
免
許
や
市
か
ら
の

許
可
が
必
要
で
す
。
免
許
や
許

可
な
く
、
わ
な
を
仕
掛
け
た
場
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21 2013.5 設置しましょう。住宅用火災警報器（消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）

　
な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
に
あ
っ
た
自
動
車
や
原
子
力

災
害
の
警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た
自

動
車
な
ど
の
代
替
車
両
は
、
軽
自

動
車
税
、
自
動
車
税
、
自
動
車
取

得
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

届
出
・
問
合
先

▽
軽
自
動
車
税
　
市
役
所
税
務
課

（

☎
㉓
２
１
４
８
）

▽
自
動
車
税
　
武
雄
県
税
事
務
所

 

（
☎
０
９
５
４
㉓
３
１
０
３
）

▽
自
動
車
取
得
税

　
佐
賀
県
税
事
務
所
自
動
車
税
課

（
☎
０
９
５
２
㉚
１
５
１
１
）

　
近
年
、
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
、

カ
ラ
ス
な
ど
）
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
が
深
刻
で
す
。
こ
の
た
め
農

協
と
市
で
は
、
佐
賀
県
猟
友
会
伊

● 

日
　
時
　
５
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　      

午
前
10
時
30
分

● 

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
が
不
足
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
自
家
用
車
利
用

の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
相
乗

り
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
　 

　
　
　（

☎
㉓
２
１
２
０
）

　
軽
自
動
車
税
、
自
動
車
税
の
納

期
限
は
５
月
31
日
（
金
）
で
す
。

納
付
書
を
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま

す
の
で
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替

日
は
、
5
月
27
日
（
月
）
で
す
。

残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

伊

万

里

市

戦

没

者

追

悼

式

軽
自
動
車
税
の
納
付
は

お

早

め

に

　今回は、市民ならどなたでも気軽
に参加できるグラウンド・ゴルフ大
会のお知らせです。

● 日　時　６月２日（日）
　　　　　　午前８時 30 分〜

● 会　場　国見台陸上競技場
　　　　　国見台球技場
● チーム編成　５〜７人
● 参加料　1 人 500 円
　　　　　　　　（予定）
● 申込先　
　体育保健課または各町公民館
※ 申し込み開始は５月上旬です。

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

● 問合先  体育保健課（☎㉓３１８７）

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★
★

◆市民グラウンド・ゴルフ大会◆

伊
万
里
市
郷
土
研
究
会

記

念

講

演

会

有
害
鳥
獣
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

㈲青巧社 TEL 0955-22-7335
FAX 0955-22-5189

全国に４万台を出荷!!
信頼の実績

動物たちに
ゴミを荒らされて
困ったことは
ありませんか？

●オールステンレス製でサビにも強く頑丈!!
●エキスパンドメタル（メッシュ）で清潔感があり、通気性も抜群。
臭いがこもりません。
●汚れても水洗いで簡単キレイに！　こまめにすればするほど長持
ちします。
●設置場所や使用世帯数に合わせた選べる8タイプ。

オールステンレス製
「ワンニャンカア」

●オールステンレス製でサビにも強く頑丈!!

ゴミ収納BOX
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毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

⑥
映
画
鑑
賞

⑦
講
話
『
身
近
な
鳥
た
ち
の
世
界
』

⑧
講
話
『
伊
万
里
市
政
の
展
望
』

※
講
座
内
容
変
更
の
場
合
あ
り

● 

対
　
象
　
市
内
在
住
の
成
人

● 

受
講
料
　
１
０
０
０
円

※
④
の
み
実
費
が
必
要
で
す
。

● 

定
　
員
　
90
人
程
度

● 

申
込
期
限
　
６
月
14
日
（
金
）

● 

申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
セ

　
ン
タ
ー
（

☎
㉒
１
２
６
２
）

● 

募
集
訓
練
科
名

▽
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
　
18
人

▽
機
械
加
工
技
術
科
　
12
人

▽
金
属
加
工
科
　
18
人

▽
電
気
設
備
科
　
18
人

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
　
18
人

▽
建
築
C
Ａ
Ｄ
科
　
24
人

● 

申
込
期
限
　
５
月
30
日
（
木
）

●

申
込
先

　
伊
万
里
公
共
職
業
安
定
所

● 

応
募
資
格
　

▽
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

　
求
職
者
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り

　
公
共
職
業
安
定
所
長
よ
り
受
講

　
指
示
か
受
講
推
薦
を
受
け
た
人

▽
機
械
加
工
技
術
科
は
お
お
む
ね

　
40
歳
未
満
の
人

● 

問
合
先
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

      
（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

●

日
　
時
　
6
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
相
談
室

●

内
　
容
　

　
療
育
手
帳
（
再
判
定
の
み
）、
施

設
入
所
、
医
療
・
年
金
・
職
業
・

生
活
な
ど
に
関
す
る
相
談

※
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●

対
象
者
　
18
歳
以
上
の
知
的
障

害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど

●

申
込
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（

☎
㉓
２
１
５
６
）

　
平
成
26
年
１
月
に
開
催
す
る
伊

万
里
市
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
新
成
人
に
な
る
皆
さ

ん
、
成
人
式
を
自
ら
企
画
し
、
思

い
出
に
残
る
式
典
を
一
緒
に
つ
く

り
ま
せ
ん
か
。

● 

応
募
要
件
　
平
成
26
年
成
人
式

　
対
象
者
（
平
成
５
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

生
ま
れ
）
で
、
当
日
お
よ
び
７

月
以
降
に
随
時
開
催
す
る
打
ち

合
わ
せ
な
ど
（
主
に
平
日
の
夜

に
開
催
）
に
参
加
で
き
る
人

● 

活
動
内
容
　
成
人
式
の
企
画
、

受
付
や
司
会
な
ど
式
典
の
運
営

● 

応
募
期
限
　
５
月
31
日
（
金
）

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（

☎
㉓
３
１
８
６
）

　
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
策
定

し
た
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
お
よ

び
同
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
市
民

満
足
度
の
向
上
と
財
政
健
全
化
を

め
ざ
し
た
行
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
行
政
改
革
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
の
幅
広
い

意
見
な
ど
を
反
映
し
て
い
く
た

め
、
伊
万
里
市
行
政
改
革
推
進
会

議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

● 

応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
市
民

● 

募
集
人
員
　
1
人

● 

任
　
期
　
２
年

● 

職
務
内
容
　
行
政
改
革
の
推
進

状
況
の
把
握
や
助
言
な
ど

●

会
　
議
　
年
２
回
程
度

●

応
募
方
法
　
企
画
政
策
課
、
各

町
公
民
館
、
市
民
図
書
館
、
市

民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

● 

募
集
期
限
　
５
月
31
日
（
金
）

● 

選
考
方
法
　
書
類
審
査

● 

応
募
・
問
合
先
　
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　 

（

☎
㉓
２
１
２
４
）

● 

日
　
程
（
全
24
回
）　

　
５
月
23
日
（
木
）
を
初
回
と
す

る
毎
週
木
曜
日

         

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

● 

会
　
場
　
立
花
公
民
館

● 

対
　
象
　
高
校
生
以
上

● 

募
集
人
員
　
30
人

● 

受
講
料
　
月
額
２
０
０
０
円

※
教
材
費
は
別
途
必
要
で
す
。

● 

申
込
期
限
　
５
月
15
日
（
水
）

● 

講
　
師
　
南
原
高
義 

氏

● 

申
込
・
問
合
先
　
国
際
交
流
室

　
　
　
　
　 

（

☎
㉒
７
０
４
６
）

● 

期
　
間
　
７
月
〜
平
成
26
年
２

月
（
月
１
回
）

● 

会
　
場
　

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

● 

内
　
容
（
８
講
座
）

①
講
話
『
伊
万
里
学
』

②
講
話
『
サ
ル
知
恵
に
学
ぶ
』

③
講
話
『
名
護
屋
城
と
豊
臣
秀
吉
』

④
現
地
研
修
『
鷹
島
・
鎮
西
町
』

⑤
実
習
『
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
』

初
級
韓
国
語
教
室

受

講

生

募

集

行
政
改
革
推
進
会
議
の

委

員

募

集

職
業
訓
練
受
講
生

募
集
（
６
か
月
コ
ー
ス
）

伊
万
里
市
成
人
式
の

実

行

委

員

募

集

ぼ
し
ゅ
う

知
的
障
害
者
更
生
相
談
所

巡
回
相
談
の
実
施

お
知
ら
せ

さ

わ

や

か

講

座

受

講

生

募

集
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23 2013.5 広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

家庭で
　できる！

今月の省エネと
　　地球温暖化対策

部屋を片づけてから掃除機をかける
　部屋を片づけてから掃除機をかけると、掃除機を使う時間が短縮で

きます。掃除機を使う時間を 1 日 1 分短縮した場合、　
　年間で、電気 5.45kWh の省エネ、二酸化炭素 1.9kg の
削減、約 120 円 の節約になります。
　また、ちょっとしたゴミやホコリなどを掃除する場合は、サッと使
えて手軽なほうきの方が掃除機を使うよりも省エネにつながります。
■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

★青年会議所佐賀ブロック大会 in 伊万里
　３日（金・祝）午前 10 時開演
★津軽三味線新田昌弘チャリティーコンサート
　12 日（日）昼の部　午後１時 30 分開演
　　　　　　  夜の部　午後７時開演
★東日本大震災遺児のための
　　　　　　　　　　　 チャリティー上映会
　18 日（土）１部　午後２時 30 分開演
　　　　　　  ２部　午後６時 30 分開演
★平成 25 年度伊万里市戦没者追悼式
　24 日（金）午前 10 時 30 分開式
★三本椿カラオケ発表会
　26 日（日）午前 10 時開演

★古本市
　５日（日・祝）午前 10 時〜午後３時
★『こどもの読書週間』
　４月 23 日（火）〜５月 12 日（日）
★こどもの日おはなし会
　５日（日・祝）午前 11 時〜
★子どもミニ上映会（図書館ホール）
　５日（日・祝）午後２時 30 分〜３時 30 分
　『おじゃる丸スペシャル  銀河がマロを呼ん
　でいる 〜ふたりのねがい星〜』（54 分）
★名画上映会（図書館ホール）
　12 日（日）午後２時 30 分〜４時 20 分
　『紳士同盟』（1960 年 / イギリス /109 分）
※ 催し物はすべて無料です。
★５月の休館日
　３日、4 日、６日、13 日、20 日、27 日
　23 日（館内整理休館）
※ ５日（日・祝）は開館します。

市民図書館 ☎㉓４６４６

５ 月 の 行 事
市民センター ☎㉒３９１１

５月の市民相談

㈱エコライフ・ニブ
伊万里市二里町大里336-8

二里公民館横
☎（0955）20-4188

とにかく困ったら来てくれる
最高の発電・最高の品質
システム全てが日本製
長期20年保障の耐久力

地元のメリット
伊万里で太陽光をお考えなら、安心のエコライフ・ニブ

発電した電気を全て売る事も可能！
個人でも、事業用でも人気は10㌔以上！

全量買取制度全量買取制度 現場：伊万里市

とにかく一度はご覧くだ
さい！

太陽光発電のすべてが

分かる展示場

三菱は発電効率

No.1

202

展示場
ココ二里

小学校

ホンダさん

トヨタ
さん

至 有田→

ワンダーランド
さん

いすゞ
さん

二里
公民館

↑
至
津
唐

至
保
世
佐
↓

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（８日・22 日）                                      

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１木曜日
（２日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（16 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第 1・3 火曜日
（７日・21 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 毎週月〜金曜日
※ 祝日は除く

午前10時〜
午後４時

行政相談 第３金曜日
（17 日）

午前９時〜
正午

不動産相談
※ 佐賀県宅地建
　物取引業協会

第２木曜日
（９日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

毎週金曜日
※ 祝日は除く

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約

毎週金曜日
※ 祝日は除く

午前９時 30 分
〜午後３時 面接室

唐津年金
事務所

０９５５
５１６１

身障者相談 第４木曜日
（23 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課

社会福祉係
㉓２１５６心の健康相談 毎週月・火・木・

金曜日
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課
社会福祉係

● 日　時　５月９日（木）
　午前の部　午前 10 時〜午後０時 30 分（受付：左記と同じ）
　午後の部　午後１時〜午後３時（受付：午後１時〜午後２時 30 分）
● 場　所　　佐賀県弁護士会館（２階）
● 相談内容　金銭、土地、建物、交通事故、架空請求、振込詐欺など
※ 相談時間は１人 20 分程度です。また、先着順で受付を行います。
● 問合先　佐賀地方・家庭裁判所事務局総務課（☎０９５２㉓３１６１）
　　　　　  佐賀県弁護士会（☎０９５２㉔３４１１）

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷毎週月・水曜日　　　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）
▷毎月第１、４木曜日　午前10時〜午後４時（　　　  〃  　　　）

一人で悩まず
ご相談ください

『憲法週間』の行事として、無料法律相談を開催します
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人のうごき
平成 25 年３月末日現在
●人口　57,386 人　　（−142）
　　男　27,441 人　　（ー  85）
　　女　29,945 人　　（−  57）
●世帯　22,475 世帯 　（＋  17）

（　）は前月比
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 　子どもの部

【作品名】

線
せん こく いろ ぞう がん はち

刻色象嵌 鉢

有田中部小学校

　松本 かな さん

千葉県香取市

　入江 順子 さん

優 秀 賞

国際アマチュア陶芸展伊万里 2013

【作品名】

さくらの置き物

 　一 般 の 部 鍋島大賞

　家の近くの山がモデルです。風景を色と線で表すには
どのようにしたらいいか試行錯誤した結果、線を彫って
色を入れました。光りや影、木々の色合いなどを作品か
ら感じてもらえたら嬉しいですね。今後もこの賞を支え
にし、次は線が負けないような力強い作品を作ります。

　土台部分に棒をまっすぐ立て、花びらが崩れないよう
にするのが難しかったです。最初は発色がうまくいかず、
時間をかけて何度も重ね塗りをしました。その結果、自
分でも驚くほどきれいな色になりました。今度は、この
作品を上回る作品を作りたいと思っています。

↑
３
月
26
日
に
厳
正
な

審
査
が
実
施
さ
れ
ま

し
た

◆一般の部
▷鍋島大賞　　入江　順子 （千葉県香取市）
▷優秀賞　　　瀧石　悦子 （長崎県佐世保市）
▷特別賞　　　木島瑠璃子 （大分県豊後大野市）

◆子どもの部　

▷優秀賞　　　松本　かな    （有田中部小５年）
▷特別賞　　　西山　奈歩    （曲川小５年）
　　　　　　　井上　翔大    （牧島小５年）
　　　　　　　※ 学年は出展時で表記（昨年度）

↑子どもの部の受賞者の皆さん

　『国際アマチュア陶芸展伊万里２０１３』が大川内
山の伊万里・有田焼伝統産業会館で３月 30 日から
４月７日まで開かれました。
　この陶芸展は、大川内山の『春の窯元市』にあわ
せて開催しているもので、今年で 30 回目になりま
す。今回は、全国から一般の部に 73 点、子どもの
部に 280 点の合計 353 点が出展されました。審査
結果による上位入賞者は下記のとおりです（敬称略）。

↑一般の部の受賞者の皆さん

編

集

室

か

ら

　
先
日
、
大
川
内
山
の
『
春
の
窯
元
市
』
の
取

材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
好
天
に
恵

ま
れ
絶
好
の
窯
元
め
ぐ
り
日
和
。
す
る
と
、
バ

リ
バ
リ
仕
事
中
の
『
い
ま
り
ん
モ
ー
モ
ち
ゃ
ん
』

を
発
見
！ 

ぱ
っ
ち
り
と
し
た
キ
ラ
キ
ラ
光
る
愛

ら
し
い
瞳
、
今
ど
き
の
上
向
き
の
長
い
ま
つ
毛
、

鼻
に
は
ピ
ア
ス･･･ 

じ
ゃ
な
い
鼻
輪
？ 

少
し
メ

タ
ボ
と
い
う
か
ぽ
っ
ち
ゃ
り
♡
し
た
お
な
か
に
巻

い
た
白
い
エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
自
分
の

顔
の
金
太
郎
あ
め
や
ワ
ッ
ペ
ン
を
配
る
と
、
た
ち

ま
ち
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
ド
ル
!?

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
以

外
に
も
、
い
ま
り
ん
モ
ー
モ
ち
ゃ

ん
の
愛
く
る
し
い
魅
力
を
前
に
、

フ
ァ
ン
が
増
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、『
い
ま
り
ん
モ
ー
モ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
』

な
ら
ぬ
『
伊
万
里
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
』
が
い
よ
い

よ
始
ま
り
ま
す
。
市
内
外
の
伊
万
里
フ
ァ
ン
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

　
私
は
４
月
か
ら
広
報
係
へ
配
属
と
な
り
ま
し

た
。
お
知
ら
せ
や
行
政
情
報
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
顔
の
見
え
る
紙
面
づ
く

り
、
皆
さ
ん
に
『
い
い
な
』
と
思
っ
て
も
ら
え

る
広
報
紙
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
令
）


